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ＰＩＯ－ＮＥＴ消費生活相談フォーラム画面イメージ 

 
【ホーム（トップページ）】 

 
【フォーラム】 
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【ダウンロードコーナー】 

 
 
【消費生活相談緊急情報コーナー】 
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平成１９年度における消費者トラブルメール箱 月別受信件数 

     月別 平成１９年度 

分類別 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

商品一般 29 31 55 38 44 49 36 53 54 53 60 45 547

食料品 16 17 33 34 33 20 23 39 42 34 57 37 385

住居品 18 32 39 31 34 29 27 42 47 38 50 51 438

光熱水品 2 2 5 8 4 7 3 3 7 6 7 8 62

被服品 6 13 15 18 18 14 18 31 38 19 33 21 244

保健衛生品 15 17 31 22 17 15 20 14 17 22 22 21 233

教養娯楽品 74 101 115 135 114 100 99 134 145 146 163 145 1471

車両・乗物 26 19 28 26 25 16 17 34 33 28 29 39 320

土地･建物･設備 23 22 33 29 24 28 29 19 30 28 34 34 333

他の商品 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 3

  商 品 小 計  209 254 354 341 314 278 272 369 413 375 456 401 4036

（構成比 %） (30.9) (34.7) (40.5) (43.6) (40.7) (36.7) (36.6) (36.6) (38.9) (39.2) (42.7) (38.9) (38.6)

クリーニング 1 1 1 3 0 1 3 3 2 0 0 6 21

レンタル･リース･

貸借 
21 14 24 19 15 13 17 18 16 11 30 27 225

工事･建築･加工 5 4 1 11 8 2 5 13 5 3 9 8 74

修理･補修        5 1 4 6 3 3 3 5 5 12 8 9 64

管理･保管      1 0 1 1 1 1 1 0 1 0 4 2 13

役務一般        2 2 2 2 8 2 2 5 2 3 3 3 36

金融･保険サービス 38 38 38 36 28 26 32 53 52 50 39 73 503

運輸･通信サービス 306 342 330 283 306 321 308 422 420 356 369 364 4127

教育サービス 3 6 8 4 1 2 1 7 4 1 9 3 49

教養･娯楽サービス 35 33 55 24 42 53 49 53 50 66 63 50 573

保健･福祉サービス 10 7 11 13 12 16 10 11 42 29 21 32 214

他の役務 12 13 15 17 22 20 19 20 33 30 31 31 263

内職･副業･相場 20 11 16 12 6 14 15 16 14 15 13 9 161

他の行政サービス 1 0 1 1 1 1 3 2 2 2 2 2 18

 役 務 小 計 460 472 507 432 453 475 468 628 648 578 601 619 6341

（構成比 %） (67.9) (64.4) (58.0) (55.2) (58.8) (62.7) (62.9) (62.3) (61.0) (60.5) (56.2) (60.0) (60.6)

他の相談 8 7 13 10 4 5 4 11 2 3 12 11 90

（構成比 %） (1.2) (1.0) (1.5) (1.3) (0.5) (0.7) (0.5) (1.1) (0.2) (0.3) (1.1) (1.1) (0.9)

  合計  677 733 874 783 771 758 744 1008 1063 956 1069 1031 10467

（構成比 %） (100) (100) (100) (100) (100) (100) (100) (100) (100) (100) (100) (100) (100)
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平成１９年度における消費者トラブルメール箱 商品・役務別受信件数 

○商品・サービス分類別受信件数 

商品役務分類 件数 割合 主な商品・サービス 

運輸・通信サービス 4,127 39.4% 有料サイト、アダルトサイト、オンラインゲーム 

教養娯楽品 1,471 14.1% 携帯電話機、コンピュータソフト、パソコン 

教養・娯楽サービス 573 5.5% 外国語・会話教室、国内旅行代理 

商品一般 547 5.2% 商品を特定できないトラブル、架空請求 

金融・保険サービス 503 4.8% サラ金(ヤミ金を含む）、生命保険 

教養・娯楽サービス 438 4.2% 電気洗濯機、浄水器 

住居品 385 3.7% 健康食品、菓子類 

土地・建物・設備 333 3.2% 新築分譲マンション、土地・建物・設備一般 

車両・乗り物 320 3.1% 普通・小型自動車、カーテレビ 

食料品 263 2.5% 外食、結婚相手紹介サービス 

保健衛生品 244 2.3% アクセサリー、婦人洋服 

他の役務 233 2.2% 化粧品、コンタクトレンズ 

被服品 225 2.1% 賃貸アパート、レンタルビデオ 

レンタル・リース・貸借 214 2.0% 脱毛エステ、医療サービス 

内職・副業・相場 161 1.5% 内職・副業、商品相場 

保健・福祉サービス 90 0.9% 相隣関係 

他の相談 74 0.7% 新築工事、工事建築 

工事・建築・加工 64 0.6% 修理サービス、車検サービス 

光熱水品 62 0.6% ガソリン、プロパンガス 

教育サービス 49 0.5% 家庭教師、学習塾 

修理・補修 36 0.3% 複合サービス会員 

役務一般 21 0.2% クリーニング 

クリーニング 18 0.2% 行政サービス 

管理・保管 13 0.1% パーキング 

他の商品 3 0.0%  

他の行政サービス 10,467 100%  

合計 4127 39.4%

○ 内容分類別受信件数（マルチカウント） 

内容別分類 契約・解約 品質・機能 販売方法 接客対応 価格・料金 表示・広告 安全・衛生 その他 

件数 4,967 3,302 1,903 1,884 791 585 572 202

内容別分類 法規・基準 買物相談 施設・設備 包装・容器 計量・量目 生活知識   

件数 147 19 15 14 14 1   

○送信者の属性（年代別） 

  ２０歳未満 ２０歳代 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代 ６０歳代 ７０歳以上 

件数 209 2,004 4,097 2,936 924 233 64 

割合 2.0% 19.1% 39.1% 28.1% 8.8% 2.2% 0.6% 

○送信者の属性（性別） 

  男性 女性 

件数 6,821 3,646 

割合 65.2% 34.8% 

○送信者の属性（職業） 

  給与生活者 自営・自由業 無職 家事従事者 学生・生徒

件数 6741 1496 840 801 589 

割合 64.4% 14.3% 8.0% 7.7% 5.6% 
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平成１９年度における「消費者トラブルメール箱」に寄せられた情報の 

収集結果とトラブルの概要 

 

 

１．平成１９年７月公表（平成１９年４月～６月の３ヶ月分集計結果） 

 

（１）情報提供の件数、内容等 

 

①件数  2,284 件  ＊１日平均 24 通の情報を受信。 

②送信者の属性について 

年代別では 30 歳代が 39.1％と最も多く、次いで 40 歳代、20 歳代の順になってい

た。男性の割合が 68.3％を占めており、職業別では給与生活者からの受信が 64.3％
と高い割合になっていた。 

 

（２）主な事案 

 

① 槽用浮き輪で乳幼児の溺水事故 

    小児科医より国民生活センターに、浴槽用浮き輪で乳幼児の溺水事故が起きてい

る、との情報提供があった。 
 

      危害情報室では、同種事故の調査と製品の検証を行った。乳幼児のダミー人形を用

いた検証では、浮き輪のパンツ部にしっかり乗せ、静かに浮かんでいれば、転覆・転

落することはなかった。しかし、乳幼児の身体がしっかりシート部に納まっていない

で身を乗り出したような場合や、浴槽の水量が不足気味で乳幼児の足が底につくよう

な場合には、重心が高くなり、後ろにバランスを崩すと転覆・転落する可能性がある

ことが分かった。  

    安全のために考案された構造と思われるものがかえって致命的な要因となってい

る。商品には裏面に注意表示があるが、その内容は一般的なものであり、浴槽におけ

る転覆、溺水の危険性は伝わらない。これらの製品について ST マークの更新を行わ

ないとの通知が社団法人日本玩具協会から既に出されているが、現在でも市場には

ST マーク付の商品が流通されており、これらの製品に対する危険性が消費者には伝

わっていない。 

以上の点に鑑み、当センターとしては、関係団体および事業者自らが、当該製品の

根本的な見直しと消費者への注意喚起を早急に行うことを要望した。  

  ②家庭用ゲーム機の不具合  

   家庭用ゲーム機に関して、「動作に不具合が生じる」、「ゲーム利用中に突然フリ

ーズする」、「ゲームソフトのディスクに傷が付く」、「読み込みエラーや起動しな

い」、「１年間の無償保証期間を経過後は修理費用が約 15,000 円と一律であり、高額

である」等という情報が昨年度末から寄せられた。 

   ２月下旬、当センターからメーカーに連絡したところ、「ディスクの読み取りがで

きずエラーになるという申し出は寄せられているが、現在のところ、購入後１年以内

の製品であれば無償で修理対応する。しかし、購入後１年以上経過している場合は、

約 15,000 円の一律の料金で修理対応している。ディスクに傷が付くという申し出に対

しても同様の対応である。傷が付いたディスクの保証は行っていない」とのことだっ

た。 

７月初旬、メーカーは、「当該ゲーム機で特定のエラー表示がされた場合、無償保

証期間を通常の購入日から１年間を３年間に延長し、無償で修理対応する。過去に既

に同様のエラーで有償修理の対応を実施したユーザーにも支払い済みの修理代金を返

金する」という対応を公表した。その後、当センターよりメーカーに再度問い合わせ
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たところ、「『リコール』や『自主回収』という対応ではなく、特定のエラー表示に

よる問い合わせへの対応である。それ以外の申し出は対象とならない。ディスクに傷

が付くという申し出はあったが、メーカーに送付してもらい、再現されたものは１台

もなかった」とのことだった。また、メーカーに寄せられている苦情件数などは公表

していないとのことだった。 

  

③有効期限の起算日がわからないプリペイドカード  

 「プレゼントされたコーヒーショップチェーン店のプリペイドカードを利用しよう

としたら、店頭で有効期限切れなので無効だと言われた。コーヒーショップチェーン

店の窓口に確認すると、『当該カードには有効期限は最後の利用から 3年間と記載さ

れているが、未使用の場合は発行日を有効期限の起算日とみなす』と言われた。しか

し、当該カードには発行日の記載がなく、プレゼントされたカードなので発行日の確

認ができない状況である。プリペイドカードを業者側の都合で無効として、残金の返

金も行わないのは問題ではないか」という情報が寄せられた。 

 

   前払式証票の規制等に関する法律（以下、前払式証票法）について、金融庁に問い

合わせたところ、「当該プリペイドカードの場合はネットワーク型の電子マネー（券

面に金額の記載がないもの）であり、現行法では対象外になってしまう」とのことだ

った。また、有効期限の起算日について、約款には「カードの最後の利用日の翌日を

起算日として３年間」と記載されているが、カード裏面やホームページには「カード

の最後の利用日から３年間」と記載されており、記載内容が一致していなかった。 

 一般的な考え方として、期間計算の起算点は初日を算入せず、翌日から起算する（初

日不算入の原則）。当センターより当該コーヒーショップチェーン店に確認したとこ

ろ、「約款とカード裏面及びホームページの記載が統一されていないが、約款の『カ

ードの最後の利用日の翌日を起算日として３年間』と考えている。初日不算入の原則

に基づいて考えているため問題はない」とのことだった。 

 当センターから、（１）有効期限の起算日について、利用者が誤解しないよう約款、

カード裏面、ホームページ等の記載内容を統一すること、（２）利用者が発行日や有

効期限を確認できるような方法にすることについて改善を申し入れたところ、「有効

期限の記載が確かに不明瞭であった。発行日の問題も含めて利用者にわかりやすい記

載をするよう、見直しを進めたい」との回答を得た。  

 

  ④クレジットカード払いでの月謝納入を強要された音楽教室  

 「娘を音楽教室に入学させようと手続をしようとしたら、授業料の支払い方法には、

クレジットカード決済か自動口座振替があると言われた。我が家は以前クレジットカー

ドの入会を断られた経緯がある。自動口座振替を選択しようとしたところ、音楽教室か

ら指定のクレジットカードの審査を必ず受けるように指示があった。カード会社に問い

合わせたところ、音楽教室に対してカードが作れない理由は開示しないが、作れない旨

の連絡はするという。クレジットカードの審査を受けなければ入学できない手続き方法

に納得できない」との情報が寄せられた。 

 

当センターより当該音楽教室に問い合わせると、「特約店は全国にあるが、カード導

入は全店舗で実施しているわけではない。申込書は本部が作成した同一のものを全店舗

で使用しており、支払方法は複数用意してあることも記載してある。ただし、特約店が

ミスリードして今回のような誤解を招く案内をしていることもあり、本部に苦情が入っ

たときには指導を行っている」とのことだった。 

当センターより、カード会社が行う与信調査によって、音楽教室そのものを利用した

いとする児童の家庭を選別化することにも繋がりかねないため、改善を申し入れたとこ
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ろ、「次回の入会キャンペーン時には、誤解を生じないように配布物の記載を見直し、

工夫する。また特約店にも説明をきちんとするように指導する」とのことだった。  

 

 

 

２．平成１９年１０月公表（平成１９年７月～９月の３ヶ月分集計結果） 

 

（１）情報提供の件数、内容等 

 

①件数  2,312 件  ＊１日平均 25 通の情報を受信。 

②送信者の属性について 

   年代別では 30 歳代が 38.6％と最も多く、次いで 40 歳代、20 歳代の順になってい

た。男性の割合が 64.7％を占めており、職業別では給与生活者からの受信が 63.9％
と高い割合になっていた。 

 

（２）主な事案 

 

①無料キャンペーンといって電話勧誘するビデオオンデマンドサービス 

 「光のインターネット接続を契約していた業者から、『ビデオオンデマンドサービス

が今なら１ヶ月間無料でお試しができる。もし気に入らなければ１ヶ月後に機器を返

却すれば一切お金はかからないので、接続機器を送付してもよいか』という電話があ

った。無料であればと思い機器の送付を承諾した。後日、接続機器と書面が届き、内

容を見ると、すでにサービスの契約が完了していると記載されていた。業者に電話で

確認すると、『契約はすでに完了しているので、８日以内に解約を申し出ないと、解

除手数料約 3,000 円がかかる』とのことであった。解除手数料がかかることは最初の

電話勧誘時にはまったく聞いていなかった」という情報が複数件寄せられた。 

 

  当センターより当該事業者に事実確認すると、「電話による勧誘は、契約している

代理店が行っている。代理店に対しては、解約時に約 3,000 円の解除手数料がかかる

こと等の重要事項の説明、代理店の名前も名乗ること等を指導している」とのことだ

った。上記事例の送信者に確認したところ、機器が到着してから８日以内に事業者に

解約を申し出たため、解除手数料は発生しなかった。しかし、送信者は（1）電話で機

器の送付を承諾しただけで、書面を取り交わすことなく契約になるとは思っていなか

った、（2）代理店の名前や解除手数料に関しては説明されていない、（3）勧誘の電

話では 1ヶ月無料のキャンペーンとだけを強調していた等、こうしたことは大いに疑

問と話していた。同様の苦情が当該事業者にも複数件寄せられていることから、当該

事業者は９月の契約より約 3,000 円の解除手数料を請求しない契約に変更した。 

＊「ビデオオンデマンドサービス（ＶＯＤ：Video On Demand）」とは、見たいとき

に見たい映画等をインターネット回線等を通じて視聴することができるシステム

である。 

②旅行業法に抵触する可能性がある日帰り無料バス旅行の懸賞 

 「大手家電量販店で商品を購入し、日帰り無料バス旅行の抽選応募ハガキをもらった

ので応募した。後日、妻が当選したため、自分は実費を払い、一緒にツアーに参加し

た。途中、宝飾店に行ったが、そこではマイナスイオン効果があるというネックレス

を参加者数人に身に付けさせ、購入を勧めていた。店は出口が一見してわからない造

りだった。参加者数名が高価なネックレスを購入する契約を結ぶ中、妻も契約してし

まった。単純な日帰り無料旅行だと思っていたので、高価な商品を購入するつもりは
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一切なかった。大手家電量販店ということで安心させ、集団催眠的な手口で商品を売

りつけているように思え、極めて悪質ではないかと思う」という情報提供があった。 

 

 当センターでは、（1）送信者は当選した無料日帰り旅行に参加したにすぎないのに、

行程表で「見学」と記載がある宝飾店で、閉鎖的な空間において高額な商品の勧誘を

されクレジット契約で購入してしまったこと、（2）ツアー行程表の記載、について問

題があると考えた。 

 家電量販店に経緯を聞いたところ、「ツアー代金のほとんどは企画している旅行会

社が負担している。当社は、広告掲載料、応募ハガキの印刷代金、及び当選者数の増

加を要望したツアー代金分を負担しているだけである。詳細は旅行会社からの報告を

待たないとわからない」との回答だった。 

 当該旅行会社に確認したところ、「今回のような無料招待旅行の代金は、通常、土

産物店（本件では宝飾店）からのキックバック等でまかなわれている」とのことだっ

た。このことについて、当センターは旅行業法上の禁止行為に抵触する可能性がある

と判断したが、業者は「この手法には問題はないと考えるが検討する」との回答だっ

た。 

 後日、旅行会社から「（1）抽選方法や旅行パンフレットの告知記載の見直し、（2）

取引施設（宝飾店）において、出入口の明示、誤解を招く販売手法の取り止め等を実

施する」との報告を受けた。 

 大手家電量販店に対しては、本件の問題点を伝え、旅行会社との連携方法などにつ

いて見直しを申し入れ、了承を得た。  

 

③通信講座テキストの記載ミスによる不合格時の対応 

 「保育士の通信講座を受講していたが、講座テキストに記載ミスがあり、実際の資格

試験に当該記載ミスの箇所が出題されたため、不正解となり不合格となった。講座主催

会社の対応について問題はないのか」という情報が寄せられた。 

 

 当センターより通信講座会社に確認を行ったところ、「確かに講座テキストにミスが

あった。通常であれば正誤表を受講者に配布し対処しているが、今回は見落としてしま

った。当該箇所が実際に資格試験に出題されてしまい、講座テキストにしたがって回答

すると誤った選択肢を選んでしまうことになる。これまで他講座を含め、同種のミスは

なかったため、顧問弁護士の助言も受けて内部で協議した。不合格者を合格にすること

はできないが、一科目 60 点以上が合格で、１問が５点であることから、当該科目におい

て（1）素点が 55 点であること、（2）テキストの掲載ミスが原因で選択肢を誤っている

こと、という条件を設け、受講者に試験開催団体に対して情報の開示請求をしてもらい、

条件を共に満たす場合にお詫び金を支払う対応をすることとした」と説明した。 

 今回の通信講座会社の講座テキストの掲載ミスは債務不履行に該当するが、不合格に

なったことと掲載ミスの因果関係を証明するのは難しい可能性がある。通信講座会社の

対応を受け入れることも一案と思われる。 

④書籍等通信販売サイトの不明確な在庫表示 

 「書籍等の通信販売サイトで、在庫表示が『１日～３日で発送』と記載されていても、

実際には在庫がなかったりするケースが多く見られる。在庫がないのであれば、『在庫

なし』と表示すべきではないか。在庫がないのに『在庫あり』とするのは消費者を惑わ

す記載である」との情報が寄せられた。また、以前より、当センターでは「書籍等の通

信販売サイトで限定版の商品や人気商品の申込みをしたが、後日、通販業者から在庫が

確保できなかったことを理由に一方的にキャンセルされてしまった。購入する機会を失

ってしまった」という苦情が寄せられた。 
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 当センターから当該通販業者に確認したところ、「在庫表示についての苦情は以前よ

りあったため、今後、在庫表示の情報更新の回数を増やすシステムに改善しようと考え

ている。限定版の商品や人気商品のような受注が集中してしまう商品についても、在庫

表示の情報更新回数を増やすことによって、一方的にキャンセルされたという苦情も少

なくなると考えている」との回答を得た。 

⑤弁当の惣菜に針金が混入 

 「６月中旬、妻が弁当屋の惣菜を食べたところ、食道下部に激痛を感じ病院へ駆け込

んだ。診察の結果、食道下部に銀色の針金状金属を発見し、内科で内視鏡による食道下

部及び胃内異物摘出術を行い、両端が鋭く尖った全長 23mm のステンレス製針金を摘出し

た。その後弁当屋から、治療費等の補償をするとのことであり示談が成立したが、原因

究明のために店舗を一時閉店するなどの対応もせず、保健所に届け出るのも数日遅れと

再発防止対策も遅い。問題ではないか」という情報が寄せられた。 

 

 当該弁当屋に事故後の対策について確認したところ、「６月中旬の事故後、摘出され

た異物を自社で検査したところ、フライヤーの振りざるの一部ではないかという結果が

出たが、念のため第三者機関に調査を依頼した。その結果、振りざるの一部であると断

定し、６月下旬、全店舗の振りざるを回収してひとつずつ確認した。破損がみられるも

のの交換はもちろん、１年以上使用したものについても全部交換を行った。また、今後

も定期的に交換していく」とのことだった。さらに、「今後は、振りざるだけでなく他

の調理器具についても同様に、日々の目視確認を行う」との回答を得た。 

⑥可燃性の高い殺虫剤での爆発事故 

 「親が、台所にゴキブリがいたので殺虫剤を使用した。ゴキブリは使用対象外であった

が、退治し、その後流しからほど離れたガス台でガスコンロに火をつけた。しばらくす

ると爆発し、手に火傷を負い、前髪が少し焼けた。メーカーは、ガスがたまりやすいこ

となどの説明をし、お詫びの品を送ってきた程度で終わらせた。検証をすることなく、

あれだけ安全性をうたいながら、たまったガスが攪拌した際、火気に触れると危険があ

るという告知をしないのはどうかと思う」という情報が寄せられた。 

 

 本件殺虫剤の成分（高圧ガス）には引火性の高いイソペンタンが使用されていますが、

他の殺虫剤を含め引火性の検証を行ったところ、それらの製品の中でも本件殺虫剤の引

火性は高いものでした。また、製品の表示内容や注意書きの内容にも疑問と思われた。 

 メーカーもＣＭや製品への添付シールなどで使用上の注意を喚起していたが、検証結

果および表示の観点などについて話し合いを持った。その結果、メーカーより、「当社

にも事故事例が寄せられていることから、検討して後日結果を報告する」と回答を得た。

その後の話し合いでメーカーから「社告を出し、製品の自主回収を行うこととした」と

の報告を受けた。しかし、社告の内容はイソペンタンに触れられていないため、これを

指摘したところ二回目の社告では内容が見直されたものが出された。  

⑦ドライアイスを入れたペットボトルの破裂事故 

飲み残しのジュースが入ったペットボトルにドライアイス片を入れてキャップをし、

炭酸飲料を作ろうとしたところ、ボトルの膨張で飛んだキャップを目に受け、失明した

という情報が眼科医から寄せられた。 

 

事故状況を参考に検証を行うため、ペットボトルに水とドライアイスを入れ、すぐに

キャップをして様子を見た。その結果、わずかな時間で大きな音と共に勢いよくペット

ボトルが破裂することがあるなど、ドライアイスをペットボトルのような密閉容器に入

れ、キャップをするのは非常に危険であることが分かった。 
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国民生活センターでは以前にも、飲み残しペットボトル飲料の破裂による事故事例を

もとに、消費者に注意を促している。 

今回紹介した事例や、当センターで検証した結果、ペットボトルのような密閉容器に

ドライアイスを入れ、キャップを閉めて密閉状態にすると、固体から気体に昇華して急

激に膨張したドライアイスの圧力で破裂することがある。 

破裂した容器は破片が広範囲に飛び散り非常に危険である。また、たとえ破裂しなく

ても、ドライアイス注入後の開栓なども状況により事故につながることもある。 

以上のことから、ペットボトルのような容器にドライアイスを入れて密閉することは

厳に慎むべきであり、東京消防庁など公的機関からも注意情報が出ている。 

また、冒頭で紹介した本年 8月 5日のペットボトルの破裂事故のように、例えば子ど

もがいたずらで、密閉した容器にドライアイスを入れ破裂させて他人にけがをさせたり

した場合には、親の責任が問われることにもなる。 

被害者が青少年に多く見られることから、同様な事故が起きないように学校側でも注

意喚起することが望まれる。 

⑧２穴パンチでの指挟み事故 

 「２穴パンチでハンドルを押して穴を開ける時にベースとの間にできる隙間で子ども

が指を詰めてしまった。この商品はハンドルをロックさせる機能があるが、ロックを解

除すると指を詰めてしまい、そのバネは相当強いと思う」との情報が寄せられた。 

 同社に連絡したところ、「この２穴パンチは 10 年以上前から製造している。同種の苦

情は寄せられていない。本体に指を入れないように注意書きを記している」とのことだ

った。 

 その後の話し合いで、同社より「設計変更の検討を進める、改良品が出るまでの製造

する２穴パンチには注意書きのシールを新規に作成して貼付する、販売中の商品につい

ては自社のＨＰ上に使用上の注意を掲載し、注意喚起することとした」との連絡があっ

た。  

 

 

 

３．平成２０年１月公表（平成１９年１０月～１２月の３ヶ月分集計結果） 

 

（１）情報提供の件数、内容等 

 

①件数  2,815 件  ＊１日平均 30 通の情報を受信。 

②送信者の属性について 

   年代別では 30 歳代が 39.6％と最も多く、次いで 40 歳代、20 歳代の順になってい

た。男性の割合が 64.3％を占めており、職業別では給与生活者からの受信が 63.8％

と高い割合となっていた。 

 

（２）主な事案 

①キャッシュバックキャンペーンに申込んでもキャッシュバックされないエクササイ

ズビデオ 

 「テレビの通信販売で約１万 5,000 円で販売しているエクササイズビデオの 5,000

円キャッシュバックキャンペーンに応募したが、口座確認が取れずキャッシュバック

できないと通知がきた。口座番号は間違いなく書いたつもりなので、納得できない」

という情報が複数件寄せられた。 

 

  当センターでキャンペーンの内容を確認したところ、エクササイズビデオどおりに

７日間チャレンジして体重、ウエスト、体脂肪率などの毎日の結果を応募用紙に記入



 55

し、３週間以内に返送すると２～４週間後に 5,000 円キャッシュバックされるという

ものだった。 

  さらに、販売会社に確認したところ、「キャッシュバックはモニターアンケートに

答えてもらった謝礼として実施しているが、販売開始当初（平成 18 年７月頃）は、未

記入部分や記入ミスがあった場合にはキャッシュバックしない方針だった。しかし、

平成19年６月頃から販売数が伸びてきてキャンペーンに関するクレームも多くなった

ので、少しでもクレームを減らすために、注文時の顧客データと一致しない人、口座

番号の記入が無い人、転売等の目的で大量に購入する人などを除いては、キャッシュ

バックする方針に変更したうえ、現在はキャッシュバックできないときの通知の文面

に、『カスタマーサービスセンターまでお問い合わせ下さい。』と記載し、電話で確

認がとれた方には対応している。また、説明書、応募用紙、通知等も平成 19 年７月頃

から改善した」とのことだった。 

  当センターから販売会社に対して、「購入する人にとって 5,000 円のキャッシュバ

ックは魅力的である。現在では、消費者に配慮したやり方に改善されたようだが、当

初の販売業者の対応に不信感を持った消費者も多数いたようなので、今後もキャンペ

ーンを行う時には、初めから消費者の立場に立った方法及び対応をすべきである」と

申し入れた。 

②入場できなかった絵画鑑賞ペアチケット 

 「美術館で開催される予定の絵画鑑賞ペアチケットをコンビニエンスストアで２枚

分購入した。当日券大人１人 1,500 円のところ、ペアチケットの前売であれば 1,600

円で済むので割安だと思った。当日ペアチケット２枚（計４人分）を提示して３人で

入場しようとしたところ、受付で２名のみ使用可能のチケットなので１枚足りない、

と言われた。入場をあきらめ、チケット裏面の“主催者からのお願い”を確認すると、

『ペアチケットは記載された人数で同時にご入場に限り有効』と記述されていた。ま

た、チケット２枚それぞれに＜ペアチケット＊２枚＞とも記載されていた」という情

報提供が寄せられた。 

 

  当センターより当該美術館に問い合わせると、「ペアチケットは、実際には、必ず

しも同時に２人が入館しなければならないわけではなく、例えば、１人分を利用し、

別の日にもう１人が利用することも可能である。このことはＨＰでも記載をしており、

受付でもそのように対応している」とのことだった。 

  当センターで調査したところ、発券所によって、ペアチケットは（１）１枚で２人

が入場できるチケット１枚が発券される仕様、（２）１枚１人が入場できるチケット

が２枚発券される仕様に分かれており、送信者が購入したコンビニエンスストアでは、

後者の仕様だった。しかし、送信者はコンビニエンスストアから１ペア分のチケット

（２枚２人分）しか渡されていなかったことがわかった。当該送信者に関しては、当

該美術館より人数分の招待券を送付することで解決した。 

  また、（１）の１枚で２人が入場できるチケット１枚が発券される仕様の場合でも、

２人が同時に入場せず、日時を変えて入場したい場合には、次回１人が入場できるチ

ケットを渡すようにしているとのことであったため、チケットの裏面に記載されてい

た「ペアチケットは記載された人数で同時にご入場に限り有効」という説明が正確で

ないことがわかった。当センターより当該美術館に指摘したところ誤りを認め、ＨＰ

上の説明を具体的で丁寧な記述の変更を実施した。また、今後開催予定の絵画展のチ

ケットについて、オンライン端末発券の形態の統一、チケットに記載する説明の一部

を見直すなどの対応を販売元各社がそれぞれ迅速に行った。 

③子供用自転車の空気入れが専用品でないと入れられない 
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  「14 インチの子供用自転車のタイヤに大人用の空気入れでは空気が入らない。説明

があれば、大人用と子供用に共通使用できる空気入れを購入したのに、納得できない」

との情報が寄せられた。 

 

  当センターからメーカーのお客様相談室へ問い合わせたところ、一般的な空気入れ

でも空気は入るがタイヤが小さいのでポンプの口が長いものは入れにくい。ただし同

社製の空気入れであれば楽に入れられる。同社に問い合わせがあった場合は別売りの

ポンプアダプター（600 円程度）の購入を勧めているとのことだった。また、取扱説明

書などにポンプアダプターに関しての記載はしておらず、12 インチの自転車に関して

はさらに空気が入れにくいためポンプアダプターを付属品としてつけていると説明が

あった。 

  当センターからは、消費者の立場としては、取扱説明書に記載があり、購入時に説

明があるほうが親切である。過去にも同様の相談が数件あるので対応するよう申し入

れたところ、メーカーから「今後、保証書と取扱説明書の内容を改善し、顧客への説

明等を徹底するよう販売店に指導したい」との回答を得た。12 月末に再度確認したと

ころ、改善した取扱説明書はすでにできているため、順次変更を実施しているとのこ

とだった。 

④電動リクライニングベッドに挟まれて幼児が窒息死 

 「４歳の息子が、電動リクライニングベッドのマットとヘッドガードの間に首を挟

まれて窒息し死亡した。ベッドは２年前にインターネット通販で購入したもの。下降

ボタンを押さなくてもリモコンにちょっとした振動が伝わっただけで勝手に下降した

り、リモコンを裏向きに置いた程度で下降ボタンが作動したりすることがあった。親

が目を離した間の事故なので詳細は不明だが、何らかの理由で起こしていたマットの

背もたれ部分の裏側に入ってしまったようだ。首が絞まるまで本人が下降ボタンを押

し続けるとは考えられず、リモコンの不具合がなければ事故は起きなかったはずだ」

という情報が寄せられた。 

  購入先は（株）ベルーナ（輸入元）で、商品名は電動式ベッド「ネオ・ユニバーサ

ル」（中国製）で、マットレス、リモコンには「Simple Bed(TM)」の記載があった。 

  事故品は電動リクライニングベッドとして販売されており、リモコン操作により頭

部・脚部が電動で上昇・下降する機能を有する低価格の製品であった。国内メーカー

製品ではなく通販会社が中国より輸入し販売していた。事故の原因が製品の欠陥や不

具合によるものか等については公表時点では不明であったが、遺族が国民生活センタ

ーでの原因究明テストを希望したため、事故品を提供してもらい調査することになっ

た。 

  事故の原因等詳細は調査中であったが、事故の概要等について第一報を行い、事故

の未然防止・拡大防止をはかった。 

⑤社告で無償点検・修理の対象となっていた電子レンジの発火事故 

「電子レンジをセットして飲み物を温めたところ、電子レンジ内の電子回路部分から 

炎が出た」という情報が寄せられた。 

 

当センターが当該商品について調べたところ、2003 年、部品の不具合により発煙・発

火の恐れがあるとして発売元（岩谷産業(株)）が無償点検・修理をしていたことがわか

った。そこで、当センターより事業者（発売元、製造元：(株)千石）に問い合わせたと

ころ、2003 年以降も２回社告を掲載するなど、対策を取っていたとのことだった。発煙・

発火という危険性から考えると、社告等の対策が十分だったのか、再度検討する必要が

あると考えられることから、その旨を事業者に伝えた。 
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⑥車椅子の座面と側面板に親指を挟んで裂傷 

「レンタルしている車椅子から祖母が降りる際に、座面に手を付いて立ち上がろうと

したところ、親指が座面と側面板との隙間に挟まり、６針以上縫う裂傷を負った」との

情報が寄せられた。 

 

情報提供者が自ら試したところ、座面と側面板の隙間は、指が内側からちょうど入り、

さらには車椅子から降りる体勢に入った状態では体が浮き上がっているため、指が抜け

にくいとのことだった。 

当センターより製造業者に問い合わせたところ、「当社で確認したところ、事故はア

ルミ製のスカートガードと呼ぶ側面板の下部の隙間（15 ミリ程度）に指を挟んだことで

起こったが、特にバリやとげがあることは確認できなかった。このような事故の発生は

今回が初めてだ。取り急ぎ取扱説明書に指を挟む恐れに対しての注意を盛り込む。また、

今後の製品改良に生かす予定である」とのことだった。 

車椅子という商品の特性上、安全性には十分な配慮が必要と考えられる。 

 

⑦新しい形状の髭剃りで耳たぶを負傷 

「新製品の髭剃りを使ったところ、耳たぶにケガをした。その髭剃りはメインの刃の裏

側にも髭を整えるなどのための別の刃が付けられている。その部分でケガをしたもので、

危険だと思う」との情報が寄せられた。 

当センターより発売元に問い合わせたところ、「消費者が危険だと申し出ている部分の

刃は、通常髭を剃るときに使う刃の反対側に付いているもので、安全のためのワイヤー

が付いている。その刃は髭や眉毛などの形を整えるためのものである。当社には同種の

苦情は他には寄せられていないが、今後、その刃の部分に関しての注意を促す表示を追

記する予定である」とのことだった。 

新しいタイプの商品であることから、想定外の取扱いによって怪我をしてしまう可能性

も否定できない。わかりやすい注意表示が望まれる。 

 

 

４．平成２０年５月公表（平成２０年１月～３月の３ヶ月分集計結果） 

 

（１）情報提供の件数、内容等 

 

①件数  ３，０５６件  ＊１日平均３４通の情報を受信。 

②送信者の属性について 

男性の割合が６３．９％を占めており、職業別では給与生活者からの受信が６５．

４％と高い割合である。年代別では３０歳代が３９．２％と最も多く、次いで４０

歳代が２８．４％、２０歳代が１８．８％の順である。 

 

（２）主な事案 

 

①年会費が永年無料とうたうクレジットカード会社 

「クレジットカード会社がＨＰ上で『年会費永年無料、入会時にはスーパーポイ

ントを付与』と広告してカード会員を募っている。会員になると、会員規約が２０

０８年４月までの分と、それ以降の分の計２部が送付されてくるが、後者には請求

の時期と年会費の金額について明記がないものの年会費を請求する旨の記載があっ

た。クレジットカード会社に問い合わせると『年会費を請求することは確実だが、

時期が決まっていないので明記ができない。“永年”は数年のことを言うので問題な

い』と言われたが納得できない」という情報提供が複数件寄せられた。 
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事業者に問い合わせたところ、「会員規約の改訂は貸金業法の改正を踏まえたもの。

２００８年５月１日以降会費発生とあるが、現時点で有料化の時期は未定。決まっ

たら周知期間を設けて理解を得られるように努める。また、“永年”は一定期間とい

う意味で、カード業界では通常観念であるので問題は無い」とのことだったが、当

センターからは“永年”は「一定期間」よりも長い期間であるというのが一般的な

感覚であり、広告や会員規約の中で年会費が発生する時期や金額について明示がな

いこと指摘し、改善を申し入れた。併せて、ＪＡＲＯに問い合わせたところ、同種

事例が寄せられていることが判明したため、ＪＡＲＯに情報提供を行った。後日、

会員規約は変更しないが、キャンペーン中の入会については年会費を徴収しない方

向で検討中である旨がクレジットカード会社から報告があったとＪＡＲＯから連絡

があった。 
 

②クレジットカード会社からの身に覚えのない電子マネーへのチャージの請求 

「クレジットカード会社から身に覚えの無い電子マネーへの高額なチャージ料金

の請求が来た。カード会社からは、カードを紛失しておらず、手元にカードがある

状態で発生した被害については補償対象外として全額を請求されている。電子マネ

ー運用会社も対応してくれない。チャージした覚えもないのに金額を負担させられ

ることに納得できない。」という情報が複数寄せられた。 

 

情報提供者からの再三の請求取り下げの依頼に対して、当初クレジットカード会

社及び電子マネー運営会社がなかなか対応しなかったため、当センターが事業者に

聞き取りを行った。後日、あるポータルサイトでの大掛かりなフィッシング詐欺に

より個人情報が漏洩し、それが原因でクレジットカードが不正利用されたことが判

明したため、カード会社から今回は請求を取り下げる旨の報告があった。また、電

子マネー会社に対しては、消費者が困惑して問い合わせた際にも満足のいく説明が

なされていないことから、窓口の対応の工夫を要望したところ、改善するように努

めるとの回答を得た。 

 

③キャンセルを受け付けない韓流スターに会えるツアーを企画する会社 

「韓流スターに会えるツァーを企画している会社が、詳細を明示しないままに全

額の振込みをさせ、キャンセルも受け付けないという横暴振りである。ファン心理

を利用しての悪徳商法だと思われるが、改善させる方法は何かないだろうか」とい

う情報提供が寄せられた。 

 

事業者にツアーの内容や代金の内訳等を問い合わせたところ、消費者に請求する

代金には現地までの交通費、食事代、宿泊代、コンサート代金の全てを含むと説明

があった。当該旅行は旅行業の登録がないと企画できないものと思われたため、そ

の旨伝えると、事業者は当初「イベント内容を公にしないで募集するのはファンの

混乱を防ぐ趣旨からとし、キャンセルの申し出があれば全額返金に応じている。ま

た国外の旅行社とＭＯＵ（覚書）契約を交わしていることで、日本国内での旅行業

登録は必要としない」との見解を示していたが、当センターからは、営業内容につ

いて旅行業登録が必要かどうかを管轄の自治体に確認するように申し入れ続けた。

その後、事業者は当センターの申し入れを理解し、一種登録旅行社と業務提携を結

び、今後の募集方法等についても改善することになった。 

 

④安い価格で視聴できるかのような広告で契約を誘発する衛星放送会社 

「ホームページで２月中にインターネットからお申し込みの場合３月末まで、加

入料は無料、特別料金で１ヶ月間視聴できるとの広告を見て申し込んだ。同月中に

解約しようとしたところ、契約期間が３ヶ月未満の解約の場合は３ヶ月分の視聴料

を請求するとのこと。契約期間が３ヶ月未満であった場合は、必ず３ヶ月分の料金
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が請求されることは告知されていない」などの情報提供が寄せられた。 

 

当センターで当該業者のＨＰを調べると、期間限定キャンペーンにつき通常価格

の半額で視聴できることが大きく謳ってあった。解約についても申し込みをした当

月中は解約ができないことの記載が見つかったが詳細はなかった。そこで約款を確

認したところ『契約期間が３ヶ月未満であった場合は３ヶ月の有料放送料金を払わ

なければならない』との記載があった。 

当センターより解約条項について尋ねたところ、事業者は、契約成立時に重要事

項の説明は徹底しているとする一方で、解約を電話で申し入れてきた場合は柔軟な

対応をとっていると主張した。その後、キャンペーン時の内容についてはわかりや

すく表示するなど今後改善していくとの報告を受けた。 

 

⑤リサイクル業者をうたって訪問販売を行う新聞の勧誘員 

廃品回収業者や、リサイクル業者をうたい、古新聞・古雑誌・壊れた電化製品な

どがないかと家々を訪問し、ドアを開けると勧誘員からトイレットペーパーや洗剤

や米やビールなどの景品を渡され突然新聞の契約を迫られたという情報が複数件寄

せられた。また、「お届けものです」と宅配便を装ってドアを開けさせようとした、

断っても長時間居座って帰ってくれない、複数年にわたる契約を結ばされた等の情

報も寄せられた。 

 

春は新入生や新社会人など１人暮らしを始める人々を対象に新聞の勧誘が増える

時期でもあり、被害防止のため当センターのホームページ上で情報提供を行った。 

 

 

⑥シートベルトのロック機構による子供の窒息事故 

「乗車中シートベルトで遊んでいた子供がシートベルトに絡められたため、はず

そうとしたところ緩まず、逆に強く締まり続けて窒息しそうになった」という事例

が寄せられた。 

 

市場調査を実施したところ、取扱説明書には注意の記載があり、業界団体による

広報活動も行われているものの、同種の事故が複数件、最近になっても発生してい

ることがわかった。これは、このロック機構の存在や特徴が消費者に周知されてお

らず、取り扱いによっては危険が生じる点が十分に伝わっていないためと思われた。

そこで、消費者へ注意喚起すると共に、業界団体により一層の注意喚起などをする

ように要望を行った。 

 

⑦土産物店でのレーザーポインター付玩具銃の販売 

「土産物店でレーザーポインターを装着した玩具銃が売られている。危険ではない

か」という情報が寄せられた。また、対象商品を入手し市場調査を進めていたとこ

ろ、消費生活相談でも「小学生の子どもが縁日の露店の福引で光線式の照準器付き

玩具銃をもらった。光線がレーザーのように見える。このような商品を子どもに提

供するのは危険と思う」という事例が寄せられた。 

 

安全性について調査した結果、多くの問題があることが分かったため経済産業省

に至急の対応策を要望し、共同で注意喚起を行った。 

 

⑧社告で無償交換の対象となっていた電気座布団の発煙事故 

「1週間前から温度調整が出来なくなり、非常に熱くなっていた電気座布団が発煙し

て穴が開いた」という情報が寄せられた。 
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当該商品について調べたところ、2007 年に、ヒーター線を固定する接着剤の不具

合により発煙・発火の恐れがあるとして製造元(ワタナベ工業㈱)が無償交換をして

いたことがわかりました。同社に問い合わせたところ、社告を掲載した製品 3 機種

の回収率は平成 20 年 3 月 22 日現在 5％未満、特に情報が寄せられた製品は 1％未満

ということでした。発煙・発火という危険性から考えると、社告等の効果が十分だ

ったのか再度検討する必要があると考えられることから、その旨を事業者に伝えま

した。 

 

 

 

－以  上－ 
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「くらしの豆知識２００８」にて取り上げ

た情報一覧 

 
              

１． 特集 

知っておこう！カードとクレジットの 

危
あや

うい関係 

①カードの基本形と機能 

②クレジットカード取り扱いと管理 

③電子マネーのメリットとサービス 

④おサイフケータイの使い方 

⑤ライフスタイル別にみたカードの利用法 

⑥多様化するポイントサービス 

⑦巧妙化するカード犯罪 

⑧深刻化する多重債務問題 

⑨個人信用情報とは 

⑩カード取引と決済システム 

⑪公金がカード決済の対象に 

⑫家庭でのクレジット教育を 
 
２．くらしと情報通信サービス 

①インターネットのセキュリティ対策 

②多様化するインターネット接続手段 

③家庭内でのパソコンとテレビの融合 

④デジタル放送とアナログ放送の違い 

⑤ブログ・SNS・動画サイトの著作権 

⑥ネット広告・アフィリエイト 

⑦国際間のネット取引の注意点 

⑧インターネットオークション 

⑨インターネットショッピング 

⑩ネット情報のモバイル検索はこう使う 

⑪海外で携帯電話を使うとき 

⑫通信機器のリサイクルを進めよう 

⑬災害伝言ダイヤル１７１ 

 

３．契約トラブル注意報 

①主な問題商法 
②多様化する振り込め詐欺 
③原野商法と二次被害 
④展示会商法 
⑤絵画レンタル商法 

 
 
 
 
⑥クリーニングのトラブル 
⑦敷金の返還トラブル 
⑧悪質なマルチ商法 
⑨出会い系サイトのカード決済トラブル 
⑩パケット料金トラブル 
⑪オンラインゲームのトラブル 

⑫レンタルビデオの延滞トラブル 

 
４．「消費者」と契約 

①訪問販売～クーリンギ・オフできます～ 
②電話勧誘販売～クーリンギ・オフできま

す～ 
③連鎖販売取引 
④特定継続的役務提供 
⑤クーリング・オフできる取引 
⑥クーリング・オフのチェックポイント 
⑦契約の流れを確認しよう 
⑧消費者か事業者か 
⑨契約の始まり 

⑩契約の成立 
⑪未成年者の契約 
⑫判断不十分者の契約 
⑬契約を途中でやめる方法① 
⑭契約を途中でやめる方法② 
⑮消滅時効と期間 
 
５．地球環境問題を考える 

① エネルギー消費と地球環境 

② 地球温暖化の影響 

③ 不足する？“水” 

④ 不足する？食料 

⑤ 増え続ける電力消費量 

⑥ ごみの量と処理にかかる費用 

⑦ 地球温暖化のしくみ 

 

６．くらしの事故注意報 

①シュレッダーで指の切断事故 
②ベビーカーでの事故 

資料１３ 
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③美容医療と美容サービスによる被害 
④スチーム式吸入器によるやけど 
⑤スプレー缶製品の使用上の注意 
⑥日常生活での事故 
⑦アレルギー物質を含む毛染め剤 
⑧鉛を含む金属製アクセサリー類 
⑨こんにゃく入りゼリーの窒息事故 
 
７．くらしの安全Ｑ＆Ａ 

① もし空き巣に入られたら？ 

② ストーカーにご用心 

③ わが家の耐震対策 

④ 家庭内事故を防ぐには 

⑤ 増える自転車事故 

⑥ 新型インフルエンザの脅威 

⑦ ノロウィルス対策 

 

８．金融トラブル注意報 

①消費者金融と多重債務の実態 
②保険金不払いトラブル 
③出資金商法にだまされないで 
④海外商品先物取引等のトラブル 
⑤高金利をうたう預金のトラブル 
⑥銀行窓口における金融・保険商品のトラ

ブル 
⑦未公開株のトラブル 
 
９．ライフ＆マネープラン 

① 社会保険制度のしくみ 
② 公的年金と個人年金の違い 
③ 年金制度と年金分割 
④ 家は買うもの？借りるもの？ 
⑤ 住宅ローンの組み方・返し方 
⑥ 住宅の維持管理や改修への備え 
⑦ 災害・事故・病気への備え 
⑧ 育児費用や教育資金への備え 
⑨ 子育て支援策にはどんなものが？ 
⑩ 就職活動支援にどんなものが？ 
⑪ 一人暮らしの生活費 
⑫ 一人暮らしの住まいの選び方 
⑬ 金融機関の選び方 
 

１０．長寿を生きる 

① 長寿に備える①～マネープラン～ 

② 長寿に備える②～仕事～ 

③ 長寿に備える③～住まい～ 

④ 健康長寿のための介護予防 

⑤ 家族が認知症？と思ったら 

⑥ 介護が必要になったとき 

⑦ 介護保険の主なサービス一覧 

⑧ 介護保険利用の手続き 

⑨ 「介護サービス情報の公表制度」の活

用 

⑩ 新たな高齢者医療制度と介護費用 

⑪ 家族を亡くしたときの手続き 

⑫ 生前に準備しておきたいこと 

⑬ 介護予防の基本チェックシート 

 

１１．資料編 

① 消費生活相談 ～’06 年度の傾向～ 
② 最近の製造物責任法による訴訟 
③ 最近の消費者契約法による判例 
④ クーリング・オフできる商品･権利･役

務① 
⑤ クーリング・オフできる商品･権利･役

務② 
⑥ クーリング・オフ通知例 
⑦ 防災・安全のマーク 
⑧ 損害賠償制度のあるマーク 
⑨ JIS と ISO の洗濯等取扱い絵表示   
⑩ 環境の表示マーク 
 
１２．その他 

①困った！知りたい！ときの相談・問い合

わせ機関 

②医療安全支援センター窓口一覧 

③小児救急電話窓口一覧 

④全国の消費生活センター一覧 
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ＦＡＸ送付先 ０３－３４４９－１０２４  国民生活センター広報交流部 豆知識編集班行 

 

『くらしの豆知識'08』読者アンケートのお願い 

 

以下の設問に対し、該当するものすべてにレ印をご記入くださいますようお願い申し上げます。 

Ｑ１ 本書の購入方法は次のどれですか？  

 

□官報販売所   □一般書店    □直接注文    □到来品（いただきもの）  □その他 
 

Ｑ２ 本書に掲載があると便利な情報は次のどれですか？（複数回答） 

 

□ＩＴ関連の知識     □個人情報トラブル    □相談トラブル事例     □くらしの事故事例  

□契約の基礎知識     □くらしの法律知識    □ライフプランの知識    □金融の基礎知識   

□介護・福祉の知識    □食生活の知識        □衣生活の知識         □住生活の知識 

□健康・医学の知識    □自然・環境の知識     □税金・年金の知識    □問い合わせ機関一覧 

  

Ｑ３ 本書をどのようにご利用いただいていますか？（複数回答）  

 

    □ 暮らしの一般的な知識源として            □資格試験の受験参考書として 
     □ 仕事に役立てるため             □謝礼・ 粗品として    

□ 悪質商法など消費者被害に備えるため       □家族・友人等への贈り物として 
  

Ｑ４ 本書に対する満足度は次のどれですか？ 

  

□良い   □まあ良い    □どちらともいえない    □あまり良くない   □良くない 
 

Ｑ５ 以下の意見について、同意できるものがありますか？（複数回答）  

 

□本のサイズがハンディなのがよい       □２頁読み切りになっているのがよい 

  □１年に１回の発行でよい            □全面的に新しい内容になっているのがよい 

  □定価４５０円は高い              □欄外の脚注の記述が充実している 

□基本的知識が盛り込まれている       □相談窓口一覧が充実している 
    □新しい制度や法律の改正点が理解できる   □本文にあるイラストがよい 

  

Ｑ６ ご意見をお聞かせください。 

   

  

 

■よろしければご記入ください。 

職業    □ 会社員･自営業    □ 公務員･団体職員   □ 消費生活相談員     □ 資格取得希望者 

□ 無職・学生       □ 法律関係者       □ 消費者問題研究者   □ その他               

性別    □ 男性     □ 女性 

年代    □ １０代    □ ２０代   □ ３０代    □ ４０代    □ ５０代    □ ６０代以上   

 

                           ご協力いただきまして、ありがとうございました。 
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平成１９年度発行の「国民生活」特集テーマ一覧 

5 月号 消費者団体訴訟制度スタート 

6 月号 自治体における消費者行政の新たな動き 

7 月号 ネット広告と消費者問題 

8 月号 今、問い直される「保険」の役割 

9 月号 暮らしに浸透するポイントサービス 

10 月号 行政における多重債務対策の充実を求めて 

11 月号 介護サービスは法改正でどう変わったか 

12 月号 消費者問題２００７－この 1 年を振り返って－ 

1 月号 ２００８元気な高齢者へのビジョン 

2 月号 消費生活相談員は今、何を求めているか 

3 月号 消費者問題 50 年 

4 月号 これからの消費生活相談 
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ＦＡＸ送付先 ０３－３４４９－１０２４  国民生活センター広報交流部「国民生活」編集班       

月刊『国民生活』読者アンケート 

 

読者の皆さまの声をお聞かせいただきたく、アンケートにご協力ください。 

以下の設問に対し、該当するものにレ印をつけてください。 

 

Ｑ１ 次の中で関心があるコーナーはどれですか？（複数回答） 
□特集（特定の消費者問題に関する論文）□注意報・調査報告（当センター発表資料） 
□生活の視点（巻頭言）        □商品テスト情報   □苦情相談   
□時点・論点（時事問題解説）     □判例情報      □相談の窓（相談員のコラム） 
□役立つ消費者法講座           □海外ニュース    □消費者 News ピックアップ 
□列島ネットワーキング        □わが社の消費者対応 □消費者関連団体の動き 
□暮らしの中の表示・マーク      □行政情報（消費者問題に関する行政情報） 
□暮らしの相談機関          □暮らしとデータ 

      
Ｑ２ '07 年の特集テーマについて、よかったもの・役に立ったものはどれですか？（複数回答） 

□人口減少時代の暮らし（1 月号） 

□消費者の自立と消費生活相談（2 月号） 

□製品事故を防ぐために（3 月号） 

□「消費者」とは－消費者トラブルの背景にあるもの－（4 月号） 

□消費者団体訴訟制度 スタート（5 月号） 

□自治体における消費者行政の新たな動き（6 月号） 

□ネット広告と消費者問題（7 月号） 

□今、問い直される「保険」の役割（8 月号） 

□暮らしに浸透するポイントサービス（9 月号） 

□行政における多重債務対策の充実を求めて（10 月号） 

□介護サービスは法改正でどう変わったか（11 月号） 

□消費者問題 2007－この 1 年を振り返って－（12 月号） 

 
Ｑ３ 本誌に対する満足度は次のどれですか？  

□良い   □まあ良い   □どちらともいえない    □あまり良くない    □良くない 
 

Ｑ４ 本誌購読のおもな動機は次のどれですか？（複数回答） 

□特集テーマに関心があったから      □資格試験の受験勉強のため 
 □判例や苦情事例などが参考になるから   □消費者問題の専門誌であるから  
 □最新の消費者情報を知るため       □仕事・学習に役立つから 

 □その他（                                    ） 

 

Ｑ５ 本誌へのご意見をお願いします。（例えば、取り上げてほしいテーマや連載記事についてなど） 

 

Ｑ６ 購読年数を教えてください。 □1 年未満   □３年未満   □５年未満   □５年以上 

■ よろしければご記入ください。 

・職業  □会社員・自営業 □公務員・団体職員     □消費生活相談員   □資格取得希望者 
□法律関係者    □消費者問題研究者     □学生   □家事従事者   □その他  

・年代 （ □10 代  □20 代  □30 代  □40 代  □50 代  □60 代以上 ）   

 

 

ご協力いただきまして、ありがとうございました。 
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平成１９年度発行の「たしかな目」特集記事一覧 

5 月号 わたしの街の｢お財布｣事情 

6 月号 内職・サイドビジネスここに注意！ 

7 月号 お茶の間スパイスの科学 

8 月号 温暖化は止められる？私たちにできること 

9 月号 小児科に卒煙外来？ 

10 月号 高齢者ホームで快適にくらせるために 

11 月号 インフルエンザを防げ！感染症との戦い 

12 月号 パッケージツアー－トラベルでトラブルにあわないために－ 

1 月号 親のスネより“奨学金”最近、ねずみの被害増えてます 

2 月号 変わる日本の食卓－食品をどう選ぶ？／花粉症を乗り切る対策は？ 

3 月号 子どもの事故を予防するために 

4 月号 くらしと商品はどう変わったか－便利で安心なくらしへ－ 
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FAX送付先  ０３－３４４３－８３９５          国民生活センター広報交流部｢たしかな目｣編集班 

 

『たしかな目』読者アンケート 
 
以下の設問に対し、答えに該当するすべてにレ印をご記入ください。 
 

 

Ｑ１  主な掲載記事のうち、比較的よくお読みいただいているのはどれですか？(いくつでも結構です) 

 

□リレー・エッセイ  □商品テスト   □特集        □子どもたちのいま・未来 

□暮らし注意報       □ご用心      □あなたの街の消費生活センターがテストしました！    

□金融トラブル最前線 □介護最前線   □暮らしの110番   □とことん追跡隊が行く   

□こちら相談部    □くらしの法律相談□今月のらくらく体操 □くるくるリサイクル 

□ぱわふる市民活動  □商品ミニ知識  □情報スクランブル  □これって何?     

□業界の意見     □リコール    □あなたの目わたしの目 □消費生活センターを訪ねて 

□クローズアップNOW  □今月の注目食材 

 
Ｑ２  本誌をお読みいただいた感想はいかがですか？ 1つだけ選んでください。 

 

□良い      □まあ良い      □どちらともいえない      □あまり良くない      □良くない 

 
Ｑ３ 来年度から『たしかな目』は『国民生活』と統合し、新『月刊国民生活』となります。新雑誌への

ご提案など、自由にご記入ください。 

                                                                                     

                                                                                    
 
■よろしければ、ご記入ください。 
職業     □会社員・自営業  □公務員・団体職員  □消費生活相談員  □家事従事者・学生 □その他 

性別      □男性     □女性  

年代      □10代    □20代    □30代    □40代    □50代    □60代    □70代以上 

 

 

＊ ご協力ありがとうございました。 

これまで『たしかな目』をご購読いただきましてまことにありがとうございました。最終号までご愛読いただけますよう

よろしくお願いいたします。来年度からの新『月刊 国民生活』(500円税込み)でも商品テストや「暮らし注意報」など『た

しかな目』の見やすさ、読みやすさ、わかりやすさを引き継ぎます。続けてご購読いただけましたら幸いです。 
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 国民生活センターにおける相談処理の流れ 

消 費 生 活 相 談 
 

個 人 情 報 相 談 

 
 
 
 
 

消費生活センター 

相  談 
問合せ 

・各種情報提供 
・自主交渉の助言 
・あっせん処理 

相  談 
問合せ 

国民生活

センター

消費者からの相談・問合せ受付 

国民生活センタ
ーホームページ
にある入力画面
に、消費生活等に
関する意見等を
入力し、送信 

消費者から送信さ

れた情報は「消費者

トラブルメール箱」

に格納され、業務参

考資料として活用 

 
 
 
 
PIO-NET 

経由相談として受付

相談処理についての

助言、情報提供 

紛争処理 

あっせん 

消費生活センターとの

共同処理 

高度専門 
相談 

必要に応じて
原因究明 

テストを実施

消費者苦情処理 

専門委員会 

解決に至らない事案、解

決困難な事案等につい

て諮問し、回答を得る。

消費者からの相談や問合せ、相談処理を通じて得られた各種情報

は、以下の目的に活用される： 

・消費者被害の未然防止・拡大防止 

・普及啓発・情報提供用の各種資料作成 

・相談処理マニュアルの作成・改定 

 

要望・情報提供 情  報  提  供 

マスコミ 関係府省庁 事業者・業界団体 

要望・情報提供 

消費生活センターでは

解決困難な相談の処理

支援を依頼 

・各種情報提供 
・自主交渉の助言 
・あっせん処理 

相談処理の
全面的な引き受け 

移送
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国民生活センターによるあっせん事例 

 

【事例１】  

チラシ広告を見て配水管のつまりの修理を依頼したところ、高額な料金を請求された事例 

（相談内容） 

自宅の風呂場の排水管が詰まったためチラシ広告で見た業者を電話して呼んだ。薬剤とラ

バーカップによる吸引によって詰まりを直してもらったが、６万円を超える料金を請求さ

れた。15 分程度の簡単な作業であったように見え、高額すぎると思うので支払いたくない。 

（60 歳代 男性） 

（処理概要） 

水道管等の修理サービスのトラブルについては、相談件数が増加傾向にあることからかね

てより問題視していたところであり、業者のフリーダイヤルに電話し、苦情内容を伝える

とともに、事業の概要や消費者苦情の受付や対応について問合せたところ、責任者は「自

社の苦情については解決しているはず」と言うばかりであった。とにかく相談者がどうし

てほしいのか聞いてほしいと言うばかりであった。このため、国センから相談者に連絡し

たところ、相談者は同様の修理を他店では 8,000 円程度でやっていると聞きやはり価格に

納得がいかないとのことだった。国センから再度業者に電話し、責任者に相談者の意向を

伝えたところ、責任者は相談者の意向を聞いて検討するどころか反発し、交渉は難航した。 

国センは、根気強く電話での話し合いを続けた。国センから相談者の意向である、既払い

金 10,000 円に加えてあと 10,000 円を支払うという案を提示したところ業者側もこれに合

意したため相談を終了とした。 

（参考：水まわりの修理サービスのトラブル多発！～広告を見て呼んだら、思いもかけな

い請求が～ ） 

 

【事例２】 

返金の条件を満たしているので返金を要求したが認められなかった旅行関連資格講座 

（相談内容） 

在宅で仕事をしないかと電話で業者から勧誘され、仕事をするには資格試験講座を受講

して添削指導を受け、試験に合格する必要があると説明されて契約した。その際、試験に 5

回続けて不合格だった場合には受講料を返金する制度があるというので、制度を運営する

団体に登録料を支払い登録した。添削指導を受け、資格試験を受けたが 5 回とも不合格だ

ったので返金を請求したところ、「他の申請者に対する調査が終了してから支払う」など

と言って返金しない。（30 歳代 女性） 

 

（処理概要） 

書類を送付してもらい確認したところ、相談者は規約に定める条件に合致しており、当

然に教育給付金が支払われるべきケースであると考えられた。 
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国センから業者に連絡し、事情を聞いたところ、業者は、相談者のケースについては本

人へ連絡をしようとしていたところだったと前置きした上で、「相談者は支給条件を満た

しているので支払う。給付金の支給までには時間が必要なので、毎月 5 万円ずつ分割で支

払うことにさせてもらいたい。一括での支給はできない。」と回答した。 

本件は給付基準を満たしているケースであり本来は当然に申請の翌月に一括で支払われ

るべきものであると主張した。これに対し業者は、給付基準を満たしている他の申請者に

ついて過去の申請に不正がなかったか調査しているとの理由で一括払いを拒み、10 ヶ月に

わたる分割払いを提案し譲らなかった。そのため、分割払いの期間中、支払いが滞った場

合は残金を一括で支払うことという内容を盛り込んだ書面を交わすことを相談者が求めた

ため、これを業者に伝え、書面を交わした。その後、相談者より分割で全額が返金された

との連絡があった。 

 

【事例３】 

認知省の高齢者に 4000 万円のアパートの建設をさせた業者 

（相談内容） 

叔母は 78 歳。認知症で一人暮らし。子供はいない。公務員だったので年金は潤沢にあり

資産もある。営業員に勧められ貸し駐車場にしている土地に 4000 万円ものアパートを建て

る契約をしていた。本人に聞くと全く覚えていない。2007 年の１月にアルツハイマー型老

年認知症であるとの診断書が出ている。一人で生活することは出来るが、時間の観念や判

断力が無くなっており、すぐに忘れる。正常な判断でした契約とは考えられず解約してほ

しいが、業者は契約に問題はないと主張し困っている。どうしたらよいか。 

（50 歳代 男性 給与生活者） 

（処理概要） 

営業員は契約者の認知症に気づきながらも強引に契約を勧めているうえ、契約の無効は認

めない姿勢を見せており、客観的にも意図的で悪質な営業活動と思われた。 

また、業者が実損の補填として求めた手付金 30 万円について、業者は設計図書等の作成

に 3 日ほどかかったと主張したため、一級建築士にアパートの設計図書の値段を確認した

ところ、このアパートの設計図書は既成のタイプがあり、土地に合わせて少し変更したの

み。本契約前の段階であることから細部は詰めておらず、作成期間は１～２日。費用は２

～５万円位だろうとの見解だった。業者の言う 30 万円は一般的な宅地建物取引のキャンセ

ル料としては安いが、実費としては高いものと思われたため、販売方法の問題と併せて交

渉したところ、業者は当初、解約は認めたものの、手付金の返還を拒否した。そこで、「見

当識が失われているように思われ、心神喪失の状況という可能性がある。意思能力がない

者がした契約は当然に無効。解除する必要も相手方の同意も必要ない」という法律相談の

結果も併せて交渉したところ、認知症であることを理由に全額返金された。 

 



 71

平成１９年度全国消費者フォーラムの分科会概要 

 
 
１．分科会のテーマ及びアドバイザー 
 
第 １分科会：「行政･企業･NPO の新しい取り組み」 

アドバイザー：弁護士 長野 浩三 
 

第 2 分科会：「消費者教育への多様な取り組み」 
アドバイザー：椙山女学園大学現代マネジメント学部教授 東 珠実 
 

第 3 分科会：「消費者トラブル防止への取り組み」 
アドバイザー：国士舘大学大学院教授・法学部教授 山口 康夫 

 
第 4 分科会「より消費者にやさしい社会をめざして」 

アドバイザー：ジャーナリスト 猪狩 章 
 
第 5 分科会「くらしと食を考える」 

アドバイザー：実践女子大学生活科学部教授 西島 基弘 
 
第 6 分科会「循環型社会の実現に向けて」 

アドバイザー：名古屋学芸大学客員教授・環境省環境カウンセラー 石澤 清史 
 
第７分科会「地域から環境保全を考える」 

アドバイザー：国立医薬品食品衛生研究所療品部第二室室長 鹿庭 正昭 
 
２．各分科会での発表テーマ一覧 
 
●第１分科会：「行政・企業・NPO の新しい取り組み」 
 
①将来への備え 成年後見制度～金融機関へのアンケートから～ 

特定非営利活動法人成年後見支援・普及センター（トムテ）（大阪府） 
②大型紙芝居で消費者被害を防ごう 

滋賀県東近江市生活環境部消費生活課（滋賀県） 
③消費者が望む「リコール社告」～主婦連合会の報告書より～ 

主婦連合会（東京都） 
④書面交付で保険トラブルは解決するのか？ 

特定非営利活動法人消費者情報ネット生損保研究会ぐるーぷ３１（大阪府） 
⑤消費者と企業のコミュニケーション－よきモノづくりへの消費者の声の活用－ 

花王株式会社生活者リサーチ部門生活者コミュニケーションセンター（東京都） 
⑥東京都における高齢者の消費者被害の取り組み～「気づき」を「相談」へ～ 

東京都消費生活総合センター相談課高齢者支援グループ（東京都） 
⑦消費者団体訴訟制度を使って 

特定非営利活動法人京都消費者契約ネットワーク（京都府） 

資料２１ 
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●第 2 分科会：「消費者教育への多様な取り組み」 
 
①知的障がい者への消費者啓発と大学生との連携について 

青森県消費者協会 青森県消費生活センター（青森県） 
②消費生活相談員による消費者啓発の実践 
－「幸せ？になる印鑑で不幸せ？」（霊感商法）－ 
消費者啓発劇団「アド★コン座」（大阪府） 

③若者よ 安心して使いこなしていますか？紙芝居－携帯電話を正しく使おう－ 
すそばなの会（長野県） 

④消費者啓発の手法の紹介 

－行政との絶妙な連携のもとオーダーメイドで参加型の講座を－ 

ひとえの会消費者問題グループ（東京都） 

⑤行政との連携による消費者講座の実践 

社団法人ふくい・くらしの研究所（福井県） 

⑥笑いで学ぶ悪質商法 

広島修道大学商学部柏木ゼミナール（悪質笑法修大 Team Kashiwagi）（広島県） 

⑦悪夢の多重債務－夢で良かった編－ 

特定非営利活動法人消費者情報ネット（コネット）・啓発劇団「座・コネッツ」（大

阪府） 

 
●第３分科会：「消費者トラブル防止への取り組み」 
 
①「若者の消費者トラブル」アンケート調査 

福島県消費者団体連絡協議会（福島県） 
②多重債務再発防止への取り組み―家計管理アドバイス活動報告― 

特定非営利活動法人女性自立の会（神奈川県） 
③大学生による子ども向けの消費者教育の実践 
～子どもの消費者トラブル防止に向けた新たな試み～ 
秋田大学教育文化学部（秋田県） 

④金融商品の販売時窓口対応とパンフレットの実態調査 
社団法人日本消費生活アドバイザー・コンサルタント協会消費者提言特別委員会（東

京都） 
⑤損害保険の理解促進に向けた諸活動 

社団法人日本損害保険協会生活サービス部企画グループ（東京都） 
⑥安心・安全なノーマライゼーション実現のための消費者啓発 
－障がい者を狙う悪質商法撃退法－（東京都） 
社団法人日本消費生活アドバイザー・コンサルタント協会西日本支部消費者教育研

究会・グループワンダー（奈良県） 
⑦草の根戦略～地域で防ぐ消費者トラブル～ 

特定非営利活動法人消費生活相談員の会さが（佐賀県） 
 
●第 4 分科会：「より消費者にやさしい社会をめざして」 
 
①安全・安心なくらしを創るために これからの高齢者が地域でやるべきこと 

老人クラブ蓮根悠悠会（東京都） 
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②消費者教育・啓発活動の推進をめざす新しい連携～学生たちの地域デビュー報告～ 

同志社女子大学生活科学部流通経済学ゼミ／同志社消費者問題研究会（京都府） 

③調べてみました 最近のトイレ 
さいたまコープくらしの研究会トイレ事情チーム（埼玉県） 

④一人暮らしの高齢者の食事について 
東京都地域消費者団体連絡会高齢者グループ（東京都） 

⑤トイレットペーパーに関する調査・研究事業 
「トイレットペーパーを調査して見えてきたこと」 
横浜市消費者団体連絡会（神奈川県） 

⑥高校生・大学生の金銭感覚調査について 
松本大学松商短期大学部三室ゼミナール（長野県） 

⑦安全・安心情報をどう伝えるか～静岡県の全４２市・町 広報誌にみる～ 
静岡大学消費生活研究サークル（静岡県） 

 
●第５分科会：「くらしと食を考える」 
 
①便利に使う市販のつゆ類、原材料は？開栓後の消費期限は？ 
－アンケート調査結果より－ 
社団法人全国消費生活相談員協会「食の研究会」（千葉県） 

②「お父さんと子どもの料理教室」の実践 
さいたまコープくらしの研究会食生活チーム（埼玉県） 

③非常用保存食の使用テストからの提言 
新潟市消費者協会新潟支部（新潟県） 

④家庭での食育をすすめるために 
－「かしこく選んでおいしく食べよう」－のテーマのもとに 
呉市消費者協議会食のグループ（広島県） 

⑤野菜の安心・安全を守るために－硝酸塩濃度の現状を探る－ 
社団法人帯広消費者協会（北海道） 

⑥アミノ酸含有清涼飲料で「ダイエット」？？ 
新宿区消費者団体連絡会（東京都） 

⑦緑茶飲料の表示と問題点について 
静岡県消費者団体連盟専門部生活一般部（静岡県） 

 
●第６分科会：「循環型社会の実現に向けて」 
 
①レジ袋の削減をさぐる 

東京都地域消費者団体連絡会（東京都） 
②生ゴミ堆肥でエコライフ 

滋賀県東近江市消費生活学習会（滋賀県） 
③協働で行う４Ｒ推進運動と買い物袋持参率調査 

しずおか市消費者協会（静岡県） 
④３Ｒ活動は地域と共に―ファイバーリサイクル活動をとおして― 

ファイバーリサイクルネットワーク（神奈川県） 
⑤プラスチックゴミの行方とごみの処理経費について 

社団法人全国消費生活相談員協会環境研究会（東京都） 
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⑥持続可能な循環型社会へ 継続は力なり、リサイクルで広げる環境の街づくり 
東御市くらしの会（長野県） 

 
●第７分科会：「地域から環境保全を考える」 
 
①安全安心な暮しの環境 

特定非営利活動法人関西消費者連合会（奈良県） 
②安心できない こんな税金の無駄使い 

いのちとからだを考える北摂ネット（神奈川県） 
③農消連携会議を通して農家と消費者をつなぐ 

立川市消費者団体連絡会（東京都） 
④地球温暖化対策と三者懇談会 

社団法人広島消費者協会（広島県） 
⑤どう選ぶ？何を買う？－グリーンコンシューマー講座－ 

しずおか市消費者協会（静岡県） 
⑥放射線をあてた食品 あなたは安心して食べますか？ 

日本消費者連盟関西グループ（大阪府） 
⑦身近なくらしの安全カレンダーで啓発 

浜松市消費者団体連絡会消費者グループ連絡会浜北「たんぽぽの会」（静岡県） 
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平成１９年度における教育研修事業評価結果一覧 

月 実施時期 会場 講座名・テーマ・開催地 
受講 

者数 

ｱﾝｹｰﾄ

回答

者数

満足度

(5 段階

評価) 

アンケート 

回収率 

４月 4 月 26 日（木）～27 日（金） 相模原 消費生活相談員研修専門２日コース①消費者契約トラブル（基礎編） 96 86 4.8  90% 

5 月 14 日（月）～15 日（火） 相模原 消費生活相談員研修専門２日コース②金融商品トラブル 124 118 4.7  95% 
５月 

5 月 23 日（水）～25 日（金） 相模原 消費者行政職員研修職員講座① 67 66 4.7  99% 

6 月 1 日（金） 東京 企業研修１日コース① 115 90 4.6  78% 

6 月 6 日（水）～8日（金） 相模原 消費者行政職員研修職員講座② 72 66 4.8  92% 

6 月 13 日（水）～15 日（金） 相模原 消費生活相談員研修専門・事例３日コース①消費者契約トラブル 117 110 4.8  94% 

6/16,17,30,7/1 富山 消費生活専門相談員育成支援セミナー① 39 17 4.8  44% 

6 月 20 日（水） 群馬 消費生活相談員移動セミナー最新相談情報セミナー（群馬県）① 38 30 4.6  79% 

6 月 20 日（水）～22 日（金） 相模原 消費生活相談員研修カード作成セミナー① 42 30 4.8  71% 

６月 

6/30,7/1,/14,/15 仙台 消費生活専門相談員育成支援セミナー② 39 17 4.9  44% 

7 月 4 日（水）～7月 6日（金） 相模原 消費生活相談員研修カード作成セミナー② 37 28 4.9  76% 

7/9（月）～27 日（金） 相模原 消費生活相談員養成講座（第１期） 51 50 5.0  98% 

7 月 11 日（水） 宮城 消費生活相談員移動セミナー最新相談情報セミナー（宮城県）② 44 44 4.9  100% 

7 月 12 日（木）～13 日（金） 愛知 消費生活相談員移動セミナー（愛知県）相談基礎２日コース③ 73 63 4.8  86% 

7/14,15,21 福岡 消費生活専門相談員育成支援セミナー③ 93 51 4.8  55% 

7 月 19 日（木）～20 日（金） 愛媛 消費生活相談員移動セミナー（愛媛県）相談基礎２日コース⑤ 53 39 4.7  74% 

7 月 23 日（月）～24 日（火） 京都 消費生活相談員移動セミナー（京都府）相談基礎２日コース① 53 49 4.8  92% 

７月 

7 月 26 日（木）～27 日（金） 秋田 消費生活相談員移動セミナー（秋田県）相談基礎２日コース④ 39 32 4.9  82% 

8月 27日（月）～9月7日（金） 相模原 消費生活相談員養成講座（第２期） 49 44 4.9  90% 
８月 

8 月 30 日（木）～31 日（金） 大阪 消費生活相談員移動セミナー（大阪府）相談基礎２日コース⑦ 75 62 4.7  83% 

9 月 1 日（土）～2日（日） 札幌 消費生活相談員移動セミナー（札幌市）相談基礎２日コース① 97 75 4.9  77% 

9 月 3 日（月） 札幌 消費生活相談員移動セミナー（札幌市）公開セミナー① 137 75 4.7  55% 

9 月 5 日（水） 富山 消費生活相談員移動セミナー（富山県）公開セミナー③ 297 77 4.7  26% 

9 月 6 日（木）～7日（金） 富山 消費生活相談員移動セミナー（富山県）相談基礎２日コース③ 48 35 4.8  73% 

9 月 6 日（木）～7日（金） 名古屋 消費者教育学生セミナー 48 47 4.6  98% 

9 月 13 日（木）～14 日（金） 長野 消費生活相談員移動セミナー（長野県）相談基礎２日コース② 54 37 4.7  69% 

9 月 18 日（火）～19 日（水） 相模原 消費者行政職員研修管理職講座 48 44 4.7  92% 

９月 

9 月 25 日（火）～27 日（木） 相模原 消費生活相談員研修専門・事例３日コース②金融商品トラブル 149 130 4.8  87% 

10 月 5 日（金） 東京 企業研修１日コース② 77 55 4.5  71% 

10 月 9 日（火）～10 日（水） 広島 消費生活相談員移動セミナー（広島県）相談基礎２日コース⑥ 33 33 4.8  100% 

10 月 11 日（木）～12 日（金） 石川 消費生活相談員移動セミナー（石川県）相談基礎２日コース⑧ 31 26 4.7  84% 

10 月 17 日（水） 熊本 消費生活相談員移動セミナー最新相談情報セミナー（熊本県）④ 44 38 4.9  86% 

10 月 17 日（水）～19 日（金） 相模原 消費生活相談員研修専門・事例３日コース③多重債務問題への取り組み 150 138 4.7  92% 

10 月 18 日（木） 静岡 消費生活相談員移動セミナー最新相談情報セミナー（静岡県）⑤ 51 48 4.7  94% 

10 月 22 日（月） 鳥取 消費生活相談員移動セミナー（鳥取県）公開セミナー② 160 76 4.6  48% 

10 月 23 日（火）～24 日（水） 鳥取 消費生活相談員移動セミナー（鳥取県）相談基礎２日コース② 40 25 4.7  63% 

10 月 24 日（水）～26 日（金） 相模原 消費者教育に携わる講師養成セミナー① 38 34 4.8  89% 

１０

月 

10 月 29 日（月） 青森 消費生活相談員移動セミナー最新相談情報セミナー（青森県）③ 29 29 5.0  100% 

11 月 5 日（月） 香川 消費生活相談員移動セミナー最新相談情報セミナー（香川県）⑧ 31 26 4.7  84% 

11 月 7 日（水）～9日（金） 相模原 消費生活相談員研修専門・事例３日コース④高齢者の消費生活トラブル 112 91 4.8  81% 

11 月 8 日（木）～9日（金） 岡山 消費生活相談員移動セミナー（岡山県）相談基礎２日コース⑨ 40 32 4.6  80% 

11 月 9 日（金） 岩手 消費生活相談員移動セミナー最新相談情報セミナー（岩手県）⑦ 42 35 4.9  83% 

11 月 14 日（水）～16 日（金） 大阪 消費者教育に携わる講師養成セミナー② 40 38 4.8  95% 

11 月 19 日（月） 福岡 消費生活相談員移動セミナー最新相談情報セミナー（福岡市）⑥ 56 52 4.4  93% 

11 月 19 日（月） 山口 消費生活相談員移動セミナー（山口県）公開セミナー④ 150 105 4.7  70% 

11 月 20 日（火）～21 日（水） 山口 消費生活相談員移動セミナー（山口県）相談基礎２日コース④ 43 31 4.8  72% 

11 月 21 日（水）～22 日（木） 東京 企業研修２日コース 49 47 4.6  96% 

１１

月 

11 月 28 日（水）～29 日（木） 和歌山 消費生活相談員移動セミナー（和歌山県）相談基礎２日コース⑩ 46  38 4.4  83% 

12 月 3 日（月） 東京 全国消費者フォーラム 625 345 4.7  55% 

12 月 5 日（水） 福井 消費生活相談員移動セミナー最新相談情報セミナー（福井県）⑨ 33 29 4.5  88% １２

月 
12 月 12 日（水）～14 日（金） 相模原 消費者教育に携わる講師養成セミナー③ 41 34 4.8  83% 

１月 1 月 23 日（水）～25 日（金） 相模原 消費生活相談員研修専門・事例３日コース⑤製品の安全性 80 68 4.7  85% 

2 月 7 日（木）～8日（金） 相模原 消費生活相談員研修専門２日コース③クレジットの仕組みと割賦販売法 120 102 4.8  85% 

2 月 20 日（水）～22 日（金） 相模原 消費生活相談員研修専門・事例３日コース⑥住宅・不動産（契約）トラブル 100 79 4.4  79% 

2 月 27 日（水） 相模原 市民セミナー 90 55 4.7  61% 
２月 

2 月 28 日（木） 東京 消費者問題・企業トップセミナー 211 119 4.7  56% 

3 月 7 日（金） 横浜 地域交流セミナー 57 55 4.8  96% 

3 月 10 日（月）～12 日（水） 相模原 消費生活相談員研修専門・事例３日コース⑦クレジットの仕組みと割賦販売法 134 106 4.9  79% ３月 

3 月 26 日（水）～28 日（金） 相模原 教員を対象とした消費者教育講座 28 22 5.0  79% 

 

 

資料２２ 



 76

平成１９年度消費生活専門相談員資格認定試験受験申込者数及び都道府県別認定者数 

 

●受験申込者数及び資格認定者数 

申込者数 欠席者数 実受験者数Ａ 合格者数Ｂ 合格率Ｂ/Ａ 

754人 94人 660人 159人 24.1% 

 

●都道府県別資格認定者数 

都道府県 認定者数(人) 都道府県 認定者数(人) 

北海道 8 滋賀県 2 

青森県 0 京都府 3 

岩手県 0 大阪府 9 

宮城県 5 兵庫県 3 

秋田県 1 奈良県 2 

山形県 3 和歌山県 1 

福島県 3 鳥取県 0 

茨城県 2 島根県 2 

栃木県 4 岡山県 3 

群馬県 2 広島県 3 

埼玉県 12 山口県 1 

千葉県 11 徳島県 1 

東京都 15 香川県 1 

神奈川県 12 愛媛県 2 

新潟県 0 高知県 0 

富山県 1 福岡県 9 

石川県 2 佐賀県 1 

福井県 0 長崎県 4 

山梨県 3 熊本県 2 

長野県 2 大分県 1 

岐阜県 1 宮崎県 1 

静岡県 9 鹿児島県 3 

愛知県 6 沖縄県 1 

三重県 2 合計 159 

 

以上 

資料２３ 
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平成１９年度 商品テスト技術の向上のための研修参加・情報収集等一覧 

 

SNO 年 月 研修・講座名（内容）等 
参加

人数

1 平成 19 年 4月
放射線量の測定方法 

（大妻女子大学社会情報学部） 
2 

2     〃   4 月
スギ花粉を含む食品の取扱いについて 

（新開発食品評価第三調査会） 
2 

3     〃   4 月
食品の安全確保 

（教育研修会） 
1 

4     〃   4 月
問題提起型テスト新品目に関するテスト技術情報のヒアリング 

（国立医薬品食品衛生研究所衛生微生物部） 
2 

5     〃   5 月
第 93 回日本食品衛生学会学術講演会 

（日本食品衛生学会） 
1 

6     〃   5 月
島津 最新規制対応セミナー 

（（財）医療経済研究・社会保険福祉協会） 
1 

7     〃   5 月
ベビーカーの折りたたみ機構の危険性評価手法について 

（（独）産業総合技術研究所デジタルヒューマン研究センター） 
2 

8     〃   5 月
自動車技術会 2007 春季大会 

（自動車技術会） 
2 

9     〃   5 月
微生物検査（基礎）セミナー  

（（財）日本食品分析センター） 
1 

10     〃   6 月 ifia2007（国際食品素材／添加物展・会議） 1 

11     〃   6 月
破損した冷水筒のプラスチック素材の特性について 

(千葉工業大学） 
2 

12     〃   6 月
X線 CT 内部構造観察技法 

（東芝ＩＴコントロール（株）） 
2 

13     〃   6 月
ベビーカーの折りたたみ機構の危険性評価用模擬指について 

（（独）産業総合技術研究所デジタルヒューマン研究センター） 
2 

14     〃   7 月
商品事故情報検索の手法について 

（消費生活相談カード作成研修） 
3 

15     〃   7 月 子供の遊具設置面の転落衝撃評価法に関する安全規格検討委員会 1 

16     〃   9 月
リチウムイオン二次電池の破裂事故原因について 

（(社)電池工業会） 
2 

17     〃   9 月
ＡＬＲシートベルトの構造・機能について 

（（社）日本自動車工業会） 
2 

18     〃   9 月
一般用医薬品セルフメディケーション シンポジウム 

（(財)一般用医薬品セルフメディケーション振興財団） 
2 

19     〃   10 月
ウェブアクセシビリティを中心にしたウェブ作成・運営の研修会

（国民生活センター） 
1 

資料２４ 
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20     〃   10 月
かみそりのプラスチック部品の破損原因について 

（東京都立産業技術研究センター） 
2 

21     〃   10 月 自動車技術会 2007 秋季大会（自動車技術会） 1 

22     〃   10 月
日本健康・栄養食品協会交流会 

（（財）日本健康・栄養食品協会主催） 
2 

23     〃   10 月 第 40 回東京モーターショー2007（日本自動車工業会） 4 

24     〃   11 月 ＡＬＲシートベルトの首巻き事故について（日産自動車㈱） 2 

25     〃   11 月 熱分解装置セミナー（日本分析工業株式会社主催） 1 

26     〃   11 月 ベビー＆シルバーショーTOKYO（国際展示場） 1 

27     〃   11 月 サイクルモードインターナショナル 2007（幕張メッセ） 2 

28     〃   11 月 製品安全総点検セミナー（（独）製品評価技術基盤機構） 2 

29     〃   11 月
バーナー付ガスボンベの破裂原因について 

（（財）日本ガス機器検査協会 他） 
2 

30     〃   12 月 特別用途食品のあり方に関する検討会（厚生労働省） 1 

31 平成 20 年 1月 ID 盗難・フィッシング詐欺の動向と対策（経済産業省） 1 

32     〃   1 月 クレーンの玉掛け技能講習（㈱日立建機教習センタ） 2 

33     〃   2 月
補聴器の補聴効果基準等について 

（有限責任中間法人 補聴器工業会） 
2 

34     〃   2 月 クレーンの安全操作特別教育（㈱日立建機教習センタ） 2 

35     〃   2 月
補聴器製造販売業者等におけるコンプライアンスと企業倫理 

（有限責任中間法人 日本補聴器工業会） 
1 

36     〃   2 月
安全作業のための砥石交換等に関する特別教育 

（㈱日立建機教習センタ） 
2 

37     〃   3 月 食品の安全性と表示について（横浜市消費者協会） 2 

38     〃   3 月 タイヤ空気充填業務特別教育(神奈川県タイヤ商工協同組合) 1 

39     〃   3 月 日本補聴器販売店協会特別研修会（日本補聴器工業会） 1 

計 39 回実施  66 人

 

―以上― 
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平成１９年度 原因究明テストの概要 

SNO 商品名 テスト依頼内容 テスト結果の概要 

1 炭酸飲料 

炭酸飲料を飲んで粘膜浮腫を

起こした。苦味料としても使

われるが、過敏症の原因にも

なり得るキニーネがどの位含

まれているか調べてほしい。

苦情同型品中のキニーネ含有量は各国での許容量より小

さい値で、特に問題となる量ではなかった。しかし、相談

者の申し出によれば、入院中にも商品によって症状が再現

したとしている。なお、JECFA（FAO/WHO 合同食品添加物専

門家会議）の報告に「キニーネに過敏な反応を示す消費者

がいる」とあるように、苦情品を飲用した当事者が、もし

キニーネに対して過敏症である可能性がある場合、苦情品

中のキニーネが関与している可能性は否定できない。 

２ 
電気湯沸かしポ

ット 

11年前に購入した電気湯沸か

しポットを使用中にスイッチ

部から発煙した。発煙した原

因を調べてほしい。 

今回の発煙事故の原因の一つとして、スタートボタン及び

その周辺から入り込んだ水がマイクロスイッチ部分に浸

入し、トラッキング現象（長期間の水の浸入の繰り返しに

より、本来絶縁されているべき電極間に微弱な電気が流れ

る経路が形成され、徐々に電気が通り易くなり、ついには

大きな異常電流が電極間に流れ、発熱・発火に至る現象）

を起こしたものと考えられる。 

３ ティーポット 

ガラスのティーポットを洗浄

中に取っ手が外れたので、元

に戻そうとしたら本体が割れ

て右手中指に怪我をした。割

れた原因を調べてほしい。 

ガラスの組成分析の結果、苦情品及び苦情同型品はソーダ

石灰ガラスと考えられる。苦情同型品による手洗いの再現

試験の結果では割れるものがあった。また、ガラスの厚さ

が参考品の耐熱ガラスと比べ薄いことなどから、日常の手

洗い時などに掛かる力に対する機械的な強さが不足して

いたと考えられる。 

４ 塗箸 

「天然漆塗装」という表示が

適正であるか 2 銘柄について

調べてほしい。 

塗膜を熱分解ガスクロマトグラフィー/質量分析法により

分析した。その結果、2 銘柄のうち 1 銘柄では塗膜からは

ウルシオールが検出され、塗膜に漆が含まれていることが

確認された。他の 1銘柄の塗膜からはウルシオールが検出

されず、塗膜は漆塗膜ではないことが分かった。ウルシオ

ールが検出されなかった商品には「漆塗箸」、「天然漆塗

装」との表示があり、家庭用品品質表示法及び景品表示法

に抵触する可能性が考えられる。 

５ 

保冷液を封入し

た 2重構造のジ

ョッキ 

保冷液を封入した 2 重構造の

ジョッキを使用していたとこ

ろひびが入って、保冷液が少

なくなっていた。使用されて

いる液体に問題がないか調べ

てほしい。 

2 重構造の商品の保冷液に添加されたことがあり、問題と

なったエチレングリコールは検出されなかった。食品添加

物として使用されるプロピレングリコール等についても

検出されなかった。ナトリウムが検出されたが、水質基準

以下であることから、水道水由来のものと推測される。pH、

吸光度などの性状からみても、純水と特段変わるような性

質は確認されなかった。また、ジョッキ内側にひびが入っ

ていない、またはひびが入っていても貫通していないこと

より、ジョッキ中の保冷液が飲料に混入した可能性は少な

いと考えられる。 

資料２５ 
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６ 冷水筒 

沸騰したお湯を冷水筒に注

ぎ、麦茶のパックを入れて蓋

を軽くしめ、移動しようと横

の取っ手を握って持ち上げた

ら、冷水筒が破損し腹部や太

腿部に 3 度のやけどを負っ

た。破損した原因を調べてほ

しい。 

苦情同型品による 20 回の繰り返しテストでは、熱湯を入

れて直ぐ密封したときの本体の膨らみは大きく、通常の使

い方をしたときの膨らみは苦情品と同様に小さかった。一

方、再現テストでは、破裂・破損することはなかったが、

微細なヒビが認められたものについて、取っ手の引張強度

を測定した結果、新品に比べ約 20％低下していた。しかし、

その引張強度は冷水筒を満水にしたときの総重量よりか

なり大きいことから、破損原因とは考えにくく原因を特定

することはできなかった。 

７ 天ぷら鍋 

2 カ月前に購入した天ぷら鍋

の底が五徳の上で動きやすい

ため、危うく火事を出しそう

になった。危険なので鍋の底

が滑りやすいか調べてほし

い。 

苦情品の本体は円柱状で、鍋底が平らなため、鍋を横方向

に動かすと、五徳上を鍋底が五徳と平行に動いた。ガスコ

ンロの五徳上で鍋を片手で揺らした場合の鍋底の滑り易

さをモニターテストしたところ、鍋底の最大静止摩擦力の

測定結果と一致し、苦情品は、同形状・同程度の重量のも

のに比べては、特に滑り易いという傾向にはなかった。 

８ 両手鍋 

両手鍋を使用していたとこ

ろ、突然片方の取っ手が取れ

た。危険なので取っ手が取れ

た原因を調べてほしい。 

苦情品の取っ手の芯材は、改良された品(依頼センターの

情報による)の芯材と比べて幅が狭く、肉薄であった。ま

た、苦情品の残存取っ手について、SG 基準を参考に取っ手

耐荷重テストを行った結果、基準を満たしていなかった。

以上のことから、今回の取っ手の破断は、取っ手の強度が

十分でなかったため、取っ手の芯材が使用中の荷重に耐え

られなかったことにより起きたものと考えられる。 

９ 土鍋 

土鍋（中国製）を使用してい

たら、灰汁だと思われるもの

が溶出していた。鉛やカドミ

ウムがどの程度溶出している

か調べてほしい。 

食品衛生法を参考にし、酢酸を用いて室温で 24 時間溶出

試験を行ったところ、鍋本体から基準値を超える鉛が検出

され、カドミウムは、基準値を下回る量が検出された。試

験後、縁の銀色部分が消えており、さらに、もう一度溶出

試験を行った時には鉛とカドミウムの溶出量が減少して

いたことから、鉛やカドミウムの主な由来はこの変色部分

であると考えられた。この部分が鍋由来かどうかは不明で

あるが、鍋由来であれば、商品に問題があり、これまでの

使用時に鉛やカドミウムがある程度溶出していたものと

考えられる。 

10 土鍋 

土鍋の縁部分と側面から黒い

液状のものが出てきて、食品

と思えない味がした。鉛等が

含有していないか調べてほし

い。 

苦情品に認められた黒い付着物は、鉛やカドミウムが溶出

したものではなく、土鍋の中に入っていた液体があふれ出

て焦げ付いたものである可能性が高いと考えられた。な

お、陶磁器の容器は、食品衛生法において、新品時、鉛と

カドミウムの溶出基準を満たしていなければならないが、

苦情品について、この方法に準じ溶出試験を行ったとこ

ろ、鉛とカドミウムは検出されなかった。 

11 土鍋 

調理中土鍋の縁から黒ずんだ

液が出てきて、食品と思えな

い味がしたとのこと。鉛等が

溶け出したりしていないか調

べてほしい。 

苦情品に認められた茶色い付着物は、使用していた麺つゆ

等の食品に由来するものと考えられ、鉛やカドミウムが溶

出したものではなかった。なお、陶磁器の容器は、食品衛

生法において、新品時、鉛とカドミウムの溶出基準を満た

していなければならないが、苦情品について、この方法に

準じ溶出試験を行ったところ、鉛とカドミウムは検出され

なかった。 
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12 
ガスボンベとバ

ーナー 

囲炉裏テーブルの炭をおこす

ために、炭に着火しようとバ

ーナーの着火ボタンを押した

ら突然爆発し、やけどを負っ

た。ガスボンベが爆発した原

因を調べてほしい。 

爆発の原因となるような苦情品（ガスボンベとバーナー）

の不具合は確認できなかった。今回の爆発事故の原因の 1

つとして、何らかの外的な要因、例えば、熱によって、ガ

スボンベの内圧が異常に上昇し、破裂に至ったと考えられ

る。 

13 
水洗トイレ用芳

香洗浄剤 

銀イオンで除菌とうたってい

る水洗トイレ用芳香洗浄剤に

ついて、除菌効果があるよう

な濃度の銀が含まれているか

どうか調べてほしい。 

苦情品１個中に含まれる銀の濃度から、1 回当たりの水に

含まれる銀の濃度を算出したところ、銀イオンが菌の増殖

を防ぐことができると報告されている値に対して、固体タ

イプはその 1/1000,000 程度、液体タイプは 1/100,000,000

程度となった。 

14 除湿乾燥機 

約 2 カ月前に購入した除湿乾

燥機が発煙したため新品と交

換した。交換した除湿乾燥機

も使用中に発煙した。発煙し

た原因を調べてほしい。 

「吸気口が塞がれてゼオライト(吸湿性のある鉱物）が異

常に高温となる」、「ゼオライトに吸着した揮発性有機化

合物が焦げて高温となる」などで過熱されるケースが考え

られたが、テストの結果、通常の運転よりも温度が上昇す

ることはあったものの発煙や炭化するようなことがなく、

原因を特定することはできなかった。 

15 
敷き布団・掛け

布団・肌掛け 

「中綿シルク（絹）100%」の

布団及び「身生地シルク100%」

の肌掛けを購入したが、表示

どおりにシルクが使用されて

いるかどうか調べてほしい。

JIS 規格 により混用率を調べた結果、シルク（絹）の混

用率は、敷き布団及び掛け布団の中綿が、それぞれ 51～

53％、46～55％程度、肌掛けが 66～68％程度で、家庭用品

品質表示法 繊維製品品質表示規定の混用率の誤差の許

容範囲を超えていた。 

16 
電動リクライニ

ングベッド 

電動リクライニングベッドで

4 歳の幼児が首を挟まれ窒息

死した。商品に問題がないか

調べてほしい。 

苦情品は、リモコンの下降ボタンに使用過程で強い力が加

わるなどしたため、スイッチ内部のドーム状金属板がスイ

ッチ ON となる寸前まで変形し、元に戻らない状態となっ

ており、リモコンを裏向きに置いてボタンにリモコンの自

重が加わった場合や、僅かな動きや振動が加わった場合に

通電して誤作動し、マットが下降することがあった。さら

に、リモコンや本体に電源の入・切のスイッチが無く待機

状態であったことや、マットとヘッドガードの間に挟まれ

た場合の挟み込み力が著しく大きく、幼児の力では脱出で

きないこともあってマットの下に潜りこんでいた幼児の

首が挟まり死亡事故となったものと考えられる。 

17 
電源コード（4

口タイプ） 

4 口ある差込口のうち 2 口が

使用中に発煙し、差込口 3 口

が焦げていた。1500W 上限を

超えない使用であった。今後

もう一つの同型品を使用する

のに不安であるので調べてほ

しい。 

苦情同型品を調べた結果、｢合計 1500W まで｣と表示されて

いたが、電気ヒーター(1200W)を使用することでスイッチ

部の温度が 100℃近くまで発熱し、周囲の樹脂が変形･変色

したことから、スイッチに問題がある商品と分かった。 

18 テーブルタップ 

テーブルタップ（4口コード）

にテレビとビデオをつないで

使用していた。残りの差込口

にゲーム機をつないだとこ

ろ、テレビ画面がパチパチし

てテーブルタップの差込口が

焼け焦げた。テーブルタップ

が焼け焦げた原因を調べてほ

しい。 

苦情品のテーブルタップが変形･変色した原因について

は、保持力不足(差込口の金具とプラグの刃との接触面不

足)による発熱や、付着物による短絡が考えられた。 
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19 脚立 

脚立の天板に乗って作業をし

ていたところ、脚立の支柱の

1 本が曲がり落下し、左腕、

左右の太腿から足の甲にかけ

てと、顔面を強打し唇を 3 針

縫う怪我をした。脚立の支柱

の強度に問題がないか調べて

ほしい。 

変形した支柱と反対の昇降面の支柱 2 本の強度は SG 認定

基準及びJISによる支柱端部の曲げ試験の強度を満たして

いた。変形した支柱について強度を調べることはできなか

ったが、板厚に差異はなく各支柱の品質は同等と考えられ

るので、当該支柱の強度に問題があった可能性は考えにく

い。 

20 三脚脚立 

アルミ製の三脚脚立（首振り

型）で庭仕事をしている最中

に転げ落ち怪我をした。脚立

の脚が曲がっていたので、脚

が曲がった原因を調べてほし

い。 

調整支柱の変形はいずれも調整穴が開けられ応力が集中

する個所で起きていた。また、最も下の踏ざんに変形した

個所がみられ、この部分は、脚立を閉じた場合、調整支柱

の変形個所と接するところであることから、最も下段の踏

ざんを支点に調整支柱が変形した可能性も考えられる。し

かし、外観調査の結果、相談者の申し出のとおり使用すれ

ば、苦情品の調整脚は外側にたわみ、内側に変形すること

はない。 

21 ガリレオ温度計 

「ガリレオ温度計が割れ、中

身の液体で化学やけどした」

という相談事例が寄せられ

た。パラフィンオイルなど皮

膚障害を起こす可能性のある

溶剤が用いられていたらし

い。そこで、ガリレオ温度計

に使われている液体の組成分

析等を調査してほしい。 

8 銘柄のガリレオ温度計について、1 銘柄は水を主成分と

するものと考えられたが、多くの銘柄からは石油系のドラ

イクリーニング溶剤(工業ガソリン)や灯油にも含まれて

いる成分が検出された。これらの液体が数時間程度皮膚や

衣服に付いたままにしておくと化学やけどを起こす危険

性があると考えられた。 

22 
アルカリ乾電池

(単 3形) 

4 本パック 100 円で購入した

外国製（MADE IN CHINA）単

3形アルカリ乾電池を購入し、

玩具に使用していたら液漏れ

した。危険なので、電池に問

題がないか調べてほしい。 

苦情品は、電解液の付着物が確認されたものの液漏れにつ

ながる構造上の異常が認められないこと、また、新品の同

型品と同等の性能と重量であったことから液漏れはして

いないと判断される。苦情品の付着物は、玩具に既にあっ

たものが付着したものと考えられる。 

23 
アルカリ乾電池 

（単 3形） 

新しいラジオに 100 円ショッ

プで買い置きしていたアルカ

リ乾電池（単 3 形）2 本と新

しく購入した同型の乾電池 2

本を入れて 1 週間使用した

ら、突然、電池が破裂した。

破裂した原因を調べてほし

い。 

電池が破裂した原因は、ラジオ電池ボックスの負極電極ス

プリングが電池の負極端子の中心に接触しないため、電池

が正しく装填されなかったことや外装ラベルが剥がれた

ことなどにより電極間短絡が発生して電池の内圧が上が

ったが、その際に電池の破裂を防ぐ安全弁が正しく作動し

なかったためと推定される。なお、苦情品及び苦情同型品

の電池は絶縁リングが付いていないため、絶縁リングが付

いているものに比べると電池が正しく装填されなかった

場合や外装ラベルが剥がれた場合に電極間短絡が発生し

やすい。 
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24 
アルカリ乾電池

（単 1形） 

懐中電灯に使用していたアル

カリ乾電池（単 1 形）から液

が漏れ、腕に直径 1cm 程度の

軽度のやけどをした。アルカ

リ乾電池に問題がないか調べ

てほしい。 

事故を起こした懐中電灯は電池が逆装填状態でも点灯し

たこと、苦情同型品による逆装填テストで液漏れが再現さ

れ、正極端子が苦情品同様に膨張する現象がみられたこと

などから、今回の事故は逆装填によって電池が液漏れした

可能性が高いと考えられる。また、逆装填で負荷がかかっ

た電池において安全弁が正常に作動したために、液漏れが

起こったものと考えられる。懐中電灯に電池を装填する際

には、取扱説明書や本体表示に従って正しい装填方向で電

池を装填する必要がある。 

25 

ボタン電池を使

用した耳かけ型

アラーム 

寝過ごし防止のために耳かけ

型アラームを購入した。使用

中に交換して 1 カ月のボタン

電池が破裂し、耳鳴りが残り

通院中である。ボタン電池が

破裂した原因を調べてほし

い。 

苦情品のアラームは部品の一部に欠損がみられたが、正常

に動作することが確認され、内部についても苦情同型品と

大きな違いはみられず、短絡等の跡もみられなかった。今

回のアルカリボタン電池の破裂は、何らかの理由により内

圧が上昇したことが原因と考えられる。しかし、内圧の上

昇については破裂の原因となる異常が観察されなかった

ことや、苦情同型品及び、同型で使用推奨期限が同じアル

カリボタン電池に異常がみられなかったこと、過酷な条件

で再現試験を行っても事故が再現されなかったことから、

原因を特定することはできなかった。 

26 自転車用ライト 

100 円ショップで購入した乾

電池と自転車用ライトを自転

車に取り付けて走行していた

ところ、ライトが破損し顔に

小さな傷を負った。ライトの

中の乾電池が破裂していた。

破裂した原因を調べてほし

い。 

過放電などによる破裂の可能性、または自転車用ライトの

組み立て精度のバラつきから、電池ボックスの負極電極板

スプリングが電池の負極端子の中心に接触せず、自転車走

行中の振動により負極側で電極間短絡が起こった可能性

も考えられる。このことは、負極端子に無数のスプリング

との線状の擦れキズがあったことからも伺える。過放電や

電極間短絡が起こると電池の安全弁が作動し破裂には至

らないが、事故時は何らかの影響で安全弁の作動前に破裂

が起こってしまったものと推定される。 

27 コンドーム 

コンドームを使用した際に破

損し、後日使用時にも再度破

損した。強度に問題がないか

調べてほしい。 

既に使用済みである苦情品でテストを行っても、使用前の

性能を維持しているとは限らないため、苦情同型品（苦情

品の同ロット品）について JIS に基づく強度テストを行っ

た結果、JIS 規格に適合し、問題なかった。これより、当

該苦情品が破損した原因としては、①製造工程などによる

当該苦情品の単品不良、②装着方法が不適当、③使用中の

物理的要因などが考えられるが、その原因を特定すること

はできなかった。 

28 マスカラ 

繊維が含まれるマスカラを使

用中に目が痛くなり、落とし

ても痛みが取れず 3 日後に病

院に行った。商品に問題はな

いか調べてほしい。 

苦情同型品の繊維は、他銘柄に比べて特段長いものではな

く、形状も特段に尖っているものではなかった。苦情同型

品をつけた際、繊維が容易に外れる傾向があり、またマス

カラを落としたものは液と繊維がからみあった状態で、目

に入った場合何らかの影響がでると思われた。しかし、眼

科医協力の下に実施したモニターテストでは苦情同型品

をつけている時に異物感を感じるモニターもいたが、洗顔

後繊維が目に入るような状況は確認されず、マスカラを落

とした後の目の状態は、繊維が入っていないマスカラとの

明らかな相違は認められなかった。 
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29 
ヘナ配合の白髪

染め 

ヘナ配合の白髪染めを使用し

たら、焼け付くような痛みが

あった。友人にも同じような

症状が出ている。以前染毛剤

でアレルギーを起こしたこと

があるので、染毛剤に含まれ

る酸化染料が使用されていな

いか調べてほしい。 

永久染毛剤に使われアレルギーの原因となる酸化染料が

含まれていないかテストを行った。薄層クロマトグラフィ

ーにより酸化染料の定性を行ったところ、苦情同型品の 4

色のうち、どの袋からも酸化染料は検出されなかった。 

30 かみそり 

100 円ショップで購入したか

みそりのプラスチック部分が

割れて刃で顔を切った。プラ

スチック部分が割れた原因を

調べてほしい。 

ヘッド中央部に沿ってウェルドライン（成形品表面に生じ

たポリマーの融着不良をいう。強度を著しく低下させるこ

とが多い）があり、この部分の肉厚が薄く、応力がかかっ

ていたことなどから、何らかの影響でウェルドラインの部

分に亀裂が入り、刃からの継続的な応力によって亀裂が成

長し、構造体としての強度が足りなくなり破断に至った可

能性が考えられる。しかし、苦情品を入手できなかったた

め、破断に至った明らかな原因を特定することはできなか

った。 

31 
温浴効果をうた

った岩石 

入浴時にラジウム温泉気分が

味わえるという高額な岩石ボ

ールを購入した。微量の放射

線が出ているとうたっている

ので、使用上問題がないか調

べてほしい。 

苦情品を分解し、放射線を調べた結果、中に入っていた 4

つのボールのうち、灰色ボールが放射線源であることが分

かったため、これを蛍光 X 線解析装置及び、X 線回折装置

で調べたところ、セリウム、ランタン、ネオジウムを主成

分とするリン酸塩（モナザイト）であると考えられた。ま

た、苦情品に密着した状態で、1日 30 分間 365 日、浴槽に

つかると仮定した被ばく量は、国際放射線防護委員会から

勧告されている被ばく線量の限度を下回った。実際に使用

する場合は、苦情品からの距離がもう少し遠くなり、水に

よっても放射線が遮蔽される可能性があるため、問題とな

る放射線量ではないと考えられる。 

32 携帯電話機 

購入して 2 カ月ほどで通話不

能となり、修理に出して分解

してもらった結果、「水濡れ

シールは変色していないが基

板腐食による故障」といわれ

た。水濡れの覚えがないので、

腐食した原因を調べてほし

い。 

内部観察の結果、金属製のカバーと基板に液体が乾燥した

跡が確認されるとともに、隣接する充電端子にも腐食によ

ると思われる変色がみられた。これらのことから、充電端

子のくぼみから液体が内部に浸入したと考えられる。な

お、水漏れシールが反応していなかったのは、液体が浸入

した跡が水漏れシールから離れた充電端子付近に限られ

ていたためと考えられる。 

33 携帯電話機 

2 カ月前に購入した携帯電話

機の充電ができなくなった。

修理を依頼したところ、基板

の腐食が原因というが、その

ような覚えがない。腐食した

原因を調べてほしい。 

調査の結果、内部に液体が付着して乾いたようなシミがあ

った。これらのシミが付着していた部位や構造から判断し

て、いずれも外部から液体が浸入したものと推定された。

また、付着物の色から判断すると浸入した液体は緑色であ

ったものと考えられたが、電池やその他の電子部品に破裂

などの破損個所がなかったことから、液体は製品由来のも

のではないと推定された。 
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34 携帯電話機 

8 カ月前に購入した携帯電話

機が突然通話不能となった。

修理を依頼したが基板の腐食

が原因という。水濡れの覚え

がないので、腐食した原因を

調べてほしい。 

調査の結果、操作部の内部の基板に白い付着物があった。

付着物があった部分の電子部品の表面は発熱したように

荒れており、その端子に使用されていたハンダが一部溶

着・溶失するなどの異状があった。しかし、この部分を含

めてどの部位にも水濡れの痕跡がなく、水濡れによる基板

の腐食もなかった。白い付着物は微量で成分を分析できな

かったが、使用不能の状態に至った直接の原因は、付着物

があった部分の電子部品が発熱を伴い破損したためと考

えられる。 

35 携帯電話機 

携帯電話機の電波状態がよく

なかったので、修理を依頼し

たところ、心当たりがなかっ

たが水濡れによる基板腐食と

判断された。腐食した原因を

調べてほしい。 

観察の結果、左スピーカー付近に付着物がみられたこと、

およびスピーカーのあるディスプレイ部内部に液体が乾

燥したと思われる跡が偏在していたことから、左スピーカ

ーから内部に液体が侵入し、何らかの不具合が生じて、電

波状態が悪化したものと考えられる。なお、水濡れ判定シ

ールが反応していなかったのは、液体が侵入した跡が水濡

れ判定シールから離れていたためと考えられる。また、依

頼内容である基板腐食についてはメーカーが相談者に提

供した写真と同一個所で液体が乾燥した跡が確認され、こ

れをメーカーは、基板腐食と表現したものと考えられる。

36 携帯電話機 

携帯電話機の液晶画面が映ら

なくなり、修理を依頼したと

ころ、中が腐食しているので

修理不能と言われた。腐食さ

せるような使用はしていない

ので、腐食した原因を調べて

ほしい。 

観察の結果、ディスプレイ部、ディスプレイ支持部の内部

に液体が乾燥した跡および基板や部品の金属腐食が確認

された。ディスプレイ部後面カバーの穴が液体の浸入口の

ひとつと考えられるが、ディスプレイ部内の広範囲に液体

が乾燥した跡がみられたことから、ディスプレイ部のその

他の個所からの浸入も考えられる。 

37 携帯電話機 

5 カ月前に購入した携帯電話

機の充電ができなくなり、修

理に出したところ、基板の腐

食が原因で保証対象外と言わ

れた。腐食した原因を調べて

ほしい。 

充電ができなくなった原因は、充電端子・外部機器端子等

から内部に侵入した液体もしくは内部結露などによって、

基板や部品に金属の腐食が発生したためと考えられる。 

38 ルームランナー 

ベルトから異音がして、勝手

に早くなったり遅くなったり

するため危険で使用できな

い。修理業者が内部を開けた

ところ、モーター部分からは

火花が出た。商品に問題がな

いか調べてほしい。 

苦情品はモーター内部のブラシ及び整流子に何らかの問

題があった可能性が考えられたが、火花が発生する要因と

なっている整流子表面の黒点がどの段階で発生したか不

明であり、ブラシと整流子との接触状態を変えた状態では

正常に動作したことから、モーターの品質上の問題や火花

の発生、動作不良との直接の因果関係を確認することはで

きなかった。 

39 
バドミントンラ

ケット 

高校生の男子が部活で毎日使

用していたバドミントンラケ

ットが、グリップから抜けて

飛んだ。怪我はなかったが危

険なのでグリップが外れた原

因を調べてほしい。 

苦情同型品は強度に問題がみられなかったことから、苦情

品が同様の強度を有していたとすると、通常の使用でシャ

フトが抜けることは考えにくい。苦情品の破損状況から、

事故以前にシャフトに何らかの強い力が加わり、グリップ

の破断や亀裂が発生し、この状態で使用したためシャフト

が、抜け止めピンごと脱落したと考えられる。 
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40 
振動運動ベルト 

（健康器具） 

振動運動ベルト(健康器具)を

購入し、初めて太ももに巻き

5 分間位使用したら 2 度のや

けどを負った。やけどの危険

がないか調べてほしい。 

苦情品及び苦情同型品を調査した結果、ベルト本体におい

て、熱源となる部分はモーターのみであった。温度の測定

結果だけを考えた場合、通常 10 分間程度の使用であれば、

直ちにやけどに至る温度ではなかった。しかし、苦情品は

振動を発生させる商品であり、さらに使用の際には体に巻

きつけて使用するため、強く締め付けて固定すると血流が

低下し、通常より低い温度で低温やけどに至った可能性も

考えられる。加えて、ベルトの装着状況や着ている衣類に

よって、摩擦熱が発生し高温となれば、やけどに至る可能

性はより高くなると思われる。 

41 
振動運動ベルト

（健康器具） 

振動運動ベルト(健康器具)を

使用していたら低温やけどし

た相談があった。使用中に低

温やけどになる温度になるこ

とがあるか調べてほしい。 

苦情同型品を調査した結果、ベルト本体において、熱源と

なる部分はモーターのみであった。温度の測定結果だけを

考えた場合、通常 10 分間程度の使用であれば、直ちにや

けどに至る温度ではなかった。しかし、この商品は振動を

発生させる商品であり、さらに使用の際には体に巻きつけ

て使用するため、強く締め付けて固定すると血流が低下

し、通常より低い温度で低温やけどに至った可能性も考え

られる。加えて、ベルトの装着状況や着ている衣類によっ

て、摩擦熱が発生し高温となれば、やけどに至る可能性は

より高くなると思われる。 

42 歯固め 

液体入りの歯固めの塩素のに

おいが強くて使用できない。

商品に問題がないか調べてほ

しい。 

においの原因は歯固めの犬の耳部分のプラスチックで、加

熱することで発生するガスからは、3,3-ジメチル-1－ブテ

ンと 2-メチル-3-ブテン-2-オールが検出され、これらがに

おいの原因となっていると考えられた。 プラスチックの

溶出試験を行ったところ、食品衛生法上は問題とならない

ものの、大人が嗅いでにおいが気になる場合もあることか

ら、使用上好ましいとは言えない。 

43 樹脂製動物玩具 

購入した樹脂製動物玩具のに

おいがきつく使用できない。

においの原因を調べてほし

い。 

樹脂製の動物等玩具から発生している成分を、加熱脱着装

置－ガスクロマトグラフ－質量分析計により調べたとこ

ろ、シクロヘキサノン、トルエン、エチルベンゼン、キシ

レンが検出された。その中でもシクロヘキサノンが多く検

出されたことから、試薬のシクロヘキサノンのにおいを確

認したところ、苦情品のにおいの主原因はシクロヘキサノ

ンであると考えられた。シクロヘキサノン、トルエン、エ

チルベンゼン、キシレンは接着剤や塗料の溶剤などに使用

される物質で、においの原因は製造時に由来するものと考

えられた。 

44 ゲーム機 

ゲーム機を購入して、使用し

たらソフトが記録されている

ディスクに傷が付いた。原因

を調べてほしい。 

苦情ディスク①及び②には白色化した傷が確認され、うち

苦情ディスク①の傷は、使用中に苦情ゲーム機が繰り返し

｢フリーズ｣し、解除のために電源ボタンを切・入したとき

に、光学部品(レンズ周り白色部品)とゲームディスクが接

触するようなことがあったためと考えられる。一方、苦情

ディスク②は、｢フリーズ｣やディスクに傷が付くことはな

かった。また、苦情同型ゲーム機(新品)で、苦情ディスク

①及び②を使用しても｢フリーズ｣することも、ディスクに

傷が付くこともなかった。 
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45 
注入式ガスライ

ター 

注入式ガスライターでタバコ

に火を点けたところ、その炎

で顔に大やけどをした。ライ

ターに問題がないか調べてほ

しい。 

苦情品の炎の高さは 17mm、苦情同型品(10 個)も 18～26mm

と SG 基準(75mm 以下)内であった。また、繰り返し点火試

験やライター本体の温度を高めにしても炎が大きくなる

こともなく、特に問題はみられなかった。 

46 
犬用キャリーバ

ッグ 

犬用キャリーバッグを購入

し、車内で使用したらにおい

がひどく具合が悪くなった。

においの原因を調べてほし

い。 

異臭を確認したところ、腐敗性の強いにおいがあり、内部

のプラスチックから検出された成分は 20 成分で、アルデ

ヒド類や有機酸等が多く検出された。中には閾値が大変低

いことで知られている悪臭防止法における特定悪臭物質

が検出され、臭気強度も強いレベルで含まれていることが

わかった。有機酸を始めとした各成分が発生していること

から、原料としたプラスチックが原因と考えられた。 

47 小型自動車 

ブレーキが利きづらく 1 カ月

点検で点検してもらったが、

その後も時々利きが悪いとき

があった。まだ購入して 1 年

も経たないが、走行中にブレ

ーキが利かず事故を起こし

た。ブレーキに問題がないか

調べてほしい。 

調査時点では、保安基準を十分満足する制動力が得られて

いるが、後輪ブレーキが高温に曝された痕跡から、一時的

にフェード現象（長く続く下り坂でブレーキを頻繁に使っ

た時などに、ブレーキの摩擦面の温度が高くなって摩擦力

が低下し、利きが悪くなってくる現象）やベーパーロック

現象（油圧式ブレーキのホイールシリンダーやブレーキパ

イプの中でブレーキ液が気化し、ペダルを踏んでもフカフ

カしてブレーキが利かない現象）が発生しブレーキの利き

が悪くなっていた可能性がある。しかしこのような状態

が、事故時に発生していたかどうかの特定はできない。 

48 小型自動車 

1 年前に購入した中古自動車

が駐車中に出火した。原因を

調べてほしい。 

今回の車両火災は、ステアリング内部の防振用の金属ウェ

イトの脱落によるホーンスイッチの短絡、及び、その際ホ

ーンを止めるための措置としてホーン本体のコネクター

を抜いたことで、ホーンリレーのコイルが焼け抵抗がなく

なったため、薄いフィルム状の配線（スパイラルケーブル）

が発火したことが原因と考えられる。なお、金属ウェイト

が外れた原因については、特定するには至らなかった。 

49 普通自動車 

普通自動車のブレーキが利か

ず衝突した。ブレーキに異常

がないか調べてほしい。 

ブレーキの制動力について保安基準への適合は確認でき

なかったが、ブレーキ各部の動作状況等を調査した結果、

特に異常はみられなかった。 

50 電動自転車 

電動自転車を使用していたと

ころ、突然ハンドルの右グリ

ップが外れたため、転倒し怪

我をした。修理したが再び右

グリップが外れて転倒した。

グリップが外れた原因を調べ

てほしい。 

テストした結果、右グリップ（オートバイのアクセル同様

回転する構造）はスイッチ部の固定ネジを通す個所が破損

していたため、JIS 規格の規定値以下で容易に外れやすく

なっていた。相談者が使用中に 2度グリップが外れ転倒し

た原因は、右グリップスイッチ部の固定ネジを通す個所が

破損し、外れやすくなっていたためと考えられる。一方、

左グリップ（一般的なもの）は JIS 規格の規定値で引っ張

っても外れることはなかった。なお、右グリップスイッチ

部の留めネジを通す部分が破損した原因は不明である。 



 88

51 自転車 

自転車に乗っていたところ前

かごがぐらつき、止めようと

して足に怪我をした。前かご

ステーが折れていたが折れた

原因を調べてほしい。 

苦情品には正面衝突などの大きな衝撃を受けた痕跡がみ

られたが、自転車関連の JIS に前かごに関する規格がない

ため、強度および耐久性の検証はできなかった。一方、前

かごは、前かごステーか後部の固定部分のどちらかが先に

破断し、事故前からぐらつき、このぐらつきにより他の固

定部分に対する負荷が増加した結果、その固定部分も破断

するに至ったものと考えられる。なお、参考品を購入し、

形状や寸法、硬さを比較した結果、大差がなかったことか

ら、苦情品の前かごや前かごステーは一般的な自転車のも

のと大差がないと思われる。 

52 
折りたたみ自転

車 

折りたたみ自転車に乗ってい

たら、ペダルが急に折損し、

右足小指を骨折した。ペダル

が折損した原因を調べてほし

い。 

苦情品ペダル同型品はJIS規格では一定の強度があると言

えたが、これはペダルの中心に荷重が加わった場合に限定

される。実際の使用状況では立ちこぎをしたりペダルの外

側を踏むことはあると考えられるが、苦情同型品のペダル

のうち破損部の肉厚が薄いものは十分な強度とは言えな

かった。苦情品のペダルは破損部の肉厚が比較的薄かった

ことから、実際の使用状況に対して十分な強度がなかった

可能性が高い。 

53 
セラミック活水

装置 

水道管に取り付けるタイプの

セラミック活水装置を利用し

ていたら、水道水に悪臭が発

生するようになった。原因を

調べてほしい。 

相談者宅の水道水は、採水時に塩素臭が感じられ、残留塩

素濃度を測定したところ、比較的高かった。異臭は残留塩

素に起因するものと考えられたが、水質については問題が

みられなかった。苦情品に水道水を流し、通水する前後の

水について、におい、残留塩素の変化をみたが、通水後に

明らかににおいが強くなるということはなく、残留塩素濃

度もほとんど変わらなかった。以上の結果から、苦情品と

異臭の関連性は考えられなかった。なお、カタログに記載

されている商品のトリハロメタンの除去効果について、そ

の根拠とされるデータを確認したところ、その効果を認め

うるものではなかった。 
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